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は じめ に

原子力発電施設 の運転及 び解体に伴っ て発 生する廃棄物の中には、 放射性 廃棄

物 と して の 特 殊 性 を 考 慮 す る 必 要が な い （ク リ ア ラ ンス レベ ル 以 下 の） 物 が 存 在

す る
。

本 資 料 集 は、 こ の よ う なク リ ア ラ ンス レベ ル 以 下 の 廃 棄 物 に 関 す る 安 全評 価 や

測 定 に よ る 検 認 の検 討 に 有用 な デ』 タ を 整備 す る 目 的 で と り ま と め ら れ た も の で

あ る
。

資料集の構成

本 資 料 集 は、 以 下 の ５ 種 類 の 資 料 か ら 構 成 さ れ る。

１ 核種組成 の設 定方法について

２ 原 子 炉 施 設 の 運 転 に 伴 うク リ ア ラ ン ス レベ ル 以 下 の 廃 棄 物 の 物 量 に つ い て

３ 評 価 上 ク リ ア ラ ンス レ ベ ル 以 下 の 対 象 で あ り 再 使 用 さ れ る 可 能 性 が あ る

機器の台数 分布調 査

４ 表面汚染 の剥 離割 合について

５ 濃度分布 を考慮 したク リアランス 対象物の混合率について
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核 種 組 成 の 設 定 方 法 に つ い て

１ 放射 化物の 核 種組成 設定 方法

（１） 中性 子 束分布 の 計算

ボ ルツマ ン の申性 子輸 送方 程式 を解く 方 法と して、 」次 元 Ｓｎ 法コ ー ド 「ＡＮＩＳＮ」

と 二 次 元 Ｓｎ 法 コ ー ド 「ＤＯＴ－３，５」 に よ り
、

原 子 炉 周 り の 中 性 子 束 分 布 の 計 算 を 行 っ

てい る。 原 子 炉周り の中 性子 束分布 の 計算値 と 放射化 箔等 を用 い て実 測 した値 １・２〕と の

比 較 を 添 付 一 １ に 示 す。

（２） 構造材料の元素組成

放 射化 され る 前の 構 造材 料と して は、 ス テ ン レス 鋼、 炭素 鋼、 コ ンク リー トの３ 種

類の 材料 を対 象と して おり、 ＮＵＲＥＧ レポー ト、 化 学便 覧、 規 格値 及 び実 測値 等 で示

され ている 元 素組成 を引用 している。 設 定 した元 素組 成を 添付 一２ に示 す。 ま た、ＢＷＲ

の原 子力発 電 所で使 用 されて いるコ ンク リ ー トの元 素分析 結果 例 を添 付一 ３ に示 す。

（３） 放 射化 量計 算

中 性 子 束 分 布 及 び構 造材 料 の 元 素 組 成 の デ ータ に 基 づき、
「０ＲＩＧＥＮ７９」 ま た は

「０ＲＩＧＥＮ２－８２」 を用 い て、 放射 化 量を計 算 し、 これ に原 子 炉停 止期 間 の 減衰 補正 を

行っ たも のの 割合 を放 射化物 の核 種組 成と して 設 定 して いる。

１） Ｍ． Ｎａｋａｉ，
Ｙ Ｈｉｒａｈａｒａ，

Ｈ． Ｈａｓｈｉｍｏｔｏ， ａｎｄ Ｋ
．

０ｃｈｉａｉ，
Ｎ Ｅ Ｕ ＴＲ Ｏ Ｎ Ａ Ｎ Ｄ Ｇ Ａ Ｍ Ｍ Ａ

ＲＡ Ｙ ＤＩＳＴＲＩＢ Ｕ ＴＩＯ Ｎ ＩＮ Ｂ Ｗ Ｒ Ｄ Ｒ Ｙ Ｗ ＥＬＬ
，

６ｔｈ． Ｉｎｔｅ ｍ ａｔｉｏｎａ１ Ｃｏｎ危ｒｅｎｃｅ ｏｎ

Ｒａｄｉａｔｉｏｎ ＳｈｉｅＩｄｉｎｇ，
Ｔｏｋｙｏ，

Ｊａｐａｎ，
Ｍ ａｙ １６－２０

．
１９８３

２） 西川 元 之 他、
ｒＰ Ｗ Ｒ プ ラ ン トの 原 子炉 容 器 周 辺 の 中性 子 束 分 布 の 測 定 と解 析」、

日本 原子 力 学会、 昭和６ ２ 年秋の 大会 予稿 集、 Ａ４ ３
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ｉ． 中 性 子 束 の 計 算

中 性 子 源 か ら の 中†

子 東 を、 輸 送 言十算 法 等

で 求 め る。

．ｉ． 元 素 組 成 の 設 定

対 象 材 料 の 元 素 組 成

を、 実 測 ・ 調 査 等 で 設

定 す る。

．ｉｉ． 照 射 履 歴 の 設 定

運 転 履 歴 か ら 設 定
。

（本 評 価 で は ３０ＥＦＰ

と し た
。 ）

１Ｖ． 放 射 化 計 算 の 実 施

ＯＲＩＧＥ Ｎ ７９ １^
， ０ＲＩＧＥ Ｎ ２－８２

“２等 を 用 い 計 算。

（＊１ Ｂ Ｗ Ｒ で 使 用、 ＊２ Ｐ Ｗ Ｒ， Ｇ Ｃ Ｒ で 使 用）

Ｖ． 放 射化 断面 積の作 成 整備

放射化放射性核種計算手法
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２． 汚染物 の核 種組成 設 定方法

汚染 生成 物 の評 価の う ち接液 汚 染に つ いて は、 機 器の 接液 面 に 対す る 汚染 生成 物 密 度

の 沈着 ・ 剥離 挙動 評価 による 計算 と、 機 器外 表 面線 量当 量 率に 基 づい た 内面 汚 染 生成 物

密 度の 計算 の２ 種類 の手 法によっ て実 施 した。

また、 表 面汚 染に つい ては、 汚染密 度 をブラ ン トの管 理等 を勘 案 して仮 定 した。

（１）ＢＷＲ 及 び ＰＷＲ の 汚染放 射性核 種評 価手 法

ａ． 沈着、 剥 離挙 動計算 によ る接液 汚染 評価 方 法

プラ ン トの 接液 系 統設備 内 に は、 放射 性物 質 を含 ん だ液 体 が包 含 され て お り、 こ

れ ら 放射 性物 質 は 運転に 伴っ て機 器 等設 備 内面 に 沈着 し、 内 面汚 染 を 生 じさ せる。

こ こ で
、

物 質 挙 動 を 表 す 沈 着 ・ 剥 離 の 係 数 は、 系 統 水 の 温 度
、

流 速
、

流 路 面 積、 粘

度
、

密 度
、 ｐ Ｈ 等 に よ っ て 決 定 さ れ、 こ れ ら の 係 数 が 設 定 可 能 な 範 囲 が 沈 着 ・ 剥 離

挙 動 モデ ル で計算 評 価 でき る。 この よ うな 系統 範 囲に 対 して は、 沈 着 ・剥 離 挙動 モ

デ ル を用 いて計 算評 価 した。

接液 汚 染に 寄与す る放 射性物 質 は、 以 下の ２種 類存 在する。

① 機 器 接 液面 か ら溶解 した腐 食金 属 が、 炉心 に 沈着 し放射 化 され、 系統 水 中 に放

出 された 腐食 生成 物 （以 後Ｃ Ｐと 称す。）

② 燃 料 棒表 面 に製 造 時付 着 した Ｕ Ｏ。粒 子 が 炉心 中 性 子 で照 射 さ れ発 生 した 核分

裂 生成物 （以 後Ｆ Ｐと 称す。） 等 で、 系統水 中 に放 出され た もの

こ れら の 放射 性 物質 は、 系統 水 中を 系統 設備 の 流れ に 従 い下 流へ と 移 動 し、 各接

液 機 器内 面 に沈 着 する。 」 度沈 着 した 放 射性 物 質は 再度 剥 離 し、 再 び系 統水 中 を移

動 し、 そ の 」部 は 再ぴ 炉心 に付 着 して 中 性子 に よっ て照 射 され、 剥 離 して系 統 内 面

に 沈 着す るこ とを 繰り返 す。

汚 染生 成物 密 度 の計算 モ デル は、 基 本的 に は 次の 式 で表 され る。 ま た、 評 価 の流

れ を 、 図 一 １ に 示 す。

＜系 統水 中 放射 性物 質濃 度＞

西一㌻にτ・ユ，ド
＜ 汚染 密度 ＞

‘一頸 「ピ・㍗」
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ｂ 外部 線量率 測定 によ る接 液汚染 評価 方 法

機 器 外部 線 量当 量率 か らの 内面 汚 染生 成 物密 度推 定 計算 手 法 では、 内 面 沈 着汚 染

の 核種 組成 を 設定 し、 そ れ らの核 種 に基 づく γ 線 エネ ル ギー を用 いて、 線 量 計算 手

法 を用 い機 器 内面 線源 と 表面 線量 当 量 率の相 関 係 数を 設 定 した。 ここ で、 汚染 密 度

の 決 定 因 子 は、 核 種 組 成、 機 器 形 状、 表 面 線 量 当 量 率 の ３ 点 で あ る。 こ れ ら の う ち
、

機 器形 状 は設 計デ ータ か ら調 査 した。 表 面 線 量当 量率 は、 定検 中の測 定 値 等 で設 定

し た。

核 種組 成は、 当該 機器 又 は当該機 器 と 同様の 汚染 状況 に あると 考え られ る機 器 の、

沈 着・ 剥離 計算 評価 結 果 に基 づい て 設定 する 方 法 と、 炉水 中の 放 射性 物 質濃 度 に 基

づ いて設 定す る方法 を用 いて 設定 した。

設 定 した核 種 組成 に 基 づいて、 各核 種 の崩 壊 当た りγ 線 エネ ル ギー か ら、 内 面 付

着汚 染 の相 対線 源 強度 を計 算 した。 この相 対 線 源強 度 を入カ 値 と して、 γ線 線 量 当

量率 計算 コー ドを用 い て、 表面 線 量 当量 率 を計 算 した。 こ の表 面 線量 当 量 率と 相 対

線源 強度 の比 が、 当 該機 器 の内 面汚 染 と表 面 線 量当 量 率の相 関 係 数と な る。 こ の相

関係 数を用 いて測 定 した 表面 線量当 量 率か ら、 当該機 器 の内面 汚 染密度 を評 価 した。

外 部線 量当 量率測 定に よる 内面汚 染密 度計 算 評価 の概念 を、 図 一２に 示 す。
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Ｃ Ｐ 核 種 燃 料表 面の ＦＰ 等

燃 料 表 面 の Ｕ Ｏ。汚 染

密度の設定

燃 料 棒 内 の ＦＰ 等

炉心に付着する金属量 燃 料 棒 内 の 炉 心 平 均

ＦＰ 等 生 成 量 の

ＯＲＩＧＥＮ２ に よ る 計算

平均的炉 心照射時 間に

対 す る ０ＲＩＧＥＮ２ に

よる Ｃ Ｐ生 成 計 算

炉 心平均燃焼 度に 対す

る 照 射 時 間 で の

ＯＲＩＧＥＮ２ に よ る ＦＰ

等生成計算

炉心領 域の流体条件等 に基づ

い た、 炉 心 表 面 か らの 放 出 率

に従 う、 ＣＲＦＰ 等 の １ 次 冷 却

材中への溶 出

想 定燃 料 破 損 率 で の 燃

料棒 内 か らの ＦＰ 等 の

放出

原 子 炉 冷 却 系 統 内 の 流 路 条 件 等 に 基 づ く、 沈 着 ・ 剥 離 モ デ ル を 用 い た、 化 学 体

積制御 系統に よる浄化を考慮 した原子炉冷 却材中放射性核種濃度及 び内面接 液

汚染密度 の計算

・ 原子 炉冷却系 統内の冷却材 中濃度 及び汚染密度データを 基に して、 接続する

他 の 系 統 の 汚 染 密 度 を、 沈 着・ 剥 離モ デ ル で計 算。

・ さ ら に、 上 記 の系 統 に接 続 す る 系 統 に つ い て は、 上 記 の 系 統 の 汚 染 密 度 か ら、

設備 の浄化係数、 分離係 数等に従 い補 正計算。

・ 沈 着 ・ 剥 離 モ デル を適 用 出 来 な い 系 統 に つ い て は、 原 子 炉 冷 却 系 統 の 核 種 組

成 を用 い て、 機 器 表 面 線 量 率 か ら 計算。

冷 却 期 間 中 の 減 衰 を 計算 し、 汚 染密 度 を 計 算

図 一 １ Ｂ Ｗ Ｒ及 び ＰＷ Ｒの 汚 染 放 射 性 核 種 の 評 価 方 法
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放射性タ ンク γ線 検 出器

（１） 放射性機器の線量当量率測定

タ ンク 断面

タ ン ク 胴 部 （ステンレス、

γ線 炭 素鋼等）

く：＝ コ 線量当量率計算点（ｍＳｖ^

内面付着汚染

（Ｂｑ／ｃｍ２）
１

一 ・ ■ 一 ＝ ■ ’一’

γ 線 の 線 量 当 量率 計 算 に よ

１
内面付着汚染と表面線量当圭

１ 相 関 係 数 を求 め、 実測 線 量

１ から内面汚染密度を評価する
●

く：＝ コ 線量当量率計算点（ｍＳｖ伍）

’一一 ・ ’Ｉ

γ 線 の 線 量 当 量率 計 算 に よっ て、

１
内面付着汚染と表面線量当量率の

１

１ 相 関 係 数 を求 め、 実測 線 量当 量 率
１

１ から内 面 汚染密 度 を評価 す る。
１

一 一一 一 一 一 一 一 一 一
Ｉ

（２） 計算 によ る内 面汚 染密度 の 評価

図 一 ２ 外部 線 量当 量率測 定 による 内面 汚染 密度 評価
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（２）ＧＣＲ の汚染 放射 性核 種評 価手法

ａ． 汚染核 種組成 の 実測値 等 による 評価 方法

プラ ン トの 接液 系又 は一 次系 の よう な 接 ガス 系設 備 内に は、 放 射性 物 質 を含 ん だ

液 体又 は炭 酸 ガス が包 含 され てお り、 こ れ らの 放射 性物 質 は 運転 に 伴っ て機 器 等設

備 内 面に付 着 又 は沈 着 し、 内 面汚 染 を生 じさせ る。 汚 染物 質 の核 種構 成 は、 各 汚 染

源 となる 物 質の 寄与 率に応 じて決 定され る。

汚染 に寄 与す る放射 性物 質は、 以下 の３ 種類 存在 する。

① 燃 料に 由来 するＦ Ｐ等 （代表 核種 Ｃｓ－１３７）

② 放 射化 した 構造材 に由 来する 核種 （代 表核 種 Ｃｏ・６０）

③ 放 射化 した 黒鉛 に由 来する核 種 （代表 核 種 Ｃ－１４）

各汚 染源物 質 の核 種構成 はあ らか じめ、 ０ＲＩＧＥＮ コ ー ドによっ て 計算 され る。 こ

れ ら の核 種構 成が 異なる 汚 染源 につ いて、 評 価 対 象系 統 の代 表核 種 実測 値 に より 各

汚 染源 の寄 与率 を評 価 し、
加算 する こと によっ て核 種構 成 を評 価する。

機器 内面 の汚 染物 の核 種構成 の評価 は、 基 本的 に次 の式 で表 される。

＜ 汚染 物の 核種 構成 ＞

汚 染物 の代 表核 種実 測値 に基 づき各 寄与 率を設 定

区一㌧・４・事
ｂ スミ ヤ実 測に よる 汚染密 度評価 方法

機器 内面 のス ミヤ によ る Ｃｏ－６０ 等 の汚 染密 度 の実測 値 により 対象 系 統の 汚染密 度

を設 定 した。 こ こ で、 汚 染密 度 の決 定因 子 は、 核 種組 成、 及 び 代表 核 種の 汚 染密 度

実 測 値 の ２ 点 で あ る。

核 種組 成 は、 当該 機器 又 はは当 該 機器 と 同様 の 汚染 状 況 にあ ると 考 え られ る機 器

に関 して、 各汚 染 起源物 質の 寄与 率の実 測値 を用 いて 設 定 した。

設 定 した核 種 組 成に 基づ いて、 機 器 内面 ス ミア 等 によ る 代表 核種 の 実測 値 の 比 を

設定 し、 評 価 対象系 統の 汚染密 度 を設定 した。

汚 染 密 度 の 評 価 方 法 を 以 下 に 示 す
。

ま た
、

評 価 の 流 れ を
、

図 一 ３ に 示 す。

＜ 汚 染密 度＞

Ｃｏ－６０等 の機 器内 面ス ミア データ によ り汚染 密 度を 評価

£一調・引

一 ７ 一



黒鉛の放射化核 種 構造材の放射化核種

黒鉛中の元素組成

平 均 的 炉 心 照射 時間

に 対 す る ０ＲＩＧＥＮ２

計算

（代 表 核 種 Ｃ－１４）

燃 料からの ＦＰ 等

き中の元素組成 構 造材の元素組成 燃料棒内 の炉 心平 均

の ＦＰ 等 生 成 量 の

ＯＲＩＧＥＮ ２ に よ る

計算

勺炉 心照 射 時間 平 均 的 炉心 照 射 時 間 燃 料 棒 内 か ら

「る ０ＲＩＧＥＮ２ に 対 す る ０ＲＩＧＥＮ２ の ＦＰ 等

計算

毫核 種 Ｃ－１４） （代 表 核 種 Ｃｏ－６０） （代 表 核 種 Ｃｓ－１３７）

各系統内の機器内 面汚染物のサ ンプリ ングによる代表核種の分 析に

よる各汚染源の寄与率の評価

． Ｃｓ－１３７ 分 析 値 燃 料 起 源 の 寄 与 率 Ａｉ

・ Ｃｏ－６０ 分 析 値 構 造 材 起 源 の 寄 与 率 Ｂｉ

・ Ｃ－１４ 分 析 値 黒 鉛 起 源 の 寄 与 率 Ｃｉ

・各寄与率の加算 による代表 系統の核種構成 設定

・ 各 機 器 の 汚 染密 度 ス ミ ア デ ータ 等 に より 汚 染密 度 を設 定

冷却期間中の減衰を計算 し、 汚染密度を計算

図 一 ３ Ｇ Ｃ Ｒ の 汚 染 放 射 性核 種 の評 価 方 法

一 ８ 一



３． 核 種 組 成

以 上の 評価 手 法及 び 条件 で評 価 した 放射 化及 び 汚 染放 射性 核種 に 基づ い て、 代 表 的核 種

組成 を設 定 した。 この 核 種組成 を、 廃 止 措置 時 の核 種 組成 につ い て表 一１ に、 ＢＷＲ 及 び

ＰＷＲ の運転 中 の核 種組成 と してＯ． ５年 冷却 の値 を表 一２ に、 また ＧＣＲ の安 全貯 蔵 中の

核 種 組成と して ６年 冷却 の値 を表 一３ に示 す。

一 ９ 一



（Ｂ Ｗ Ｒ

表 一１ 廃 止 措 置 時 の 核 種 組 成

６ 年 冷却）

（１ ／ ３）

放射化物
汚染物核 種

ス ア ン レ ス 鋼 灰 素 鋼 コ ン ク リ ー ト

Ｈ－ Ｉ

Ｂｅ・１０

７３ Ｅ－０４

１
１
５７ Ｅ－１５

．
１７ Ｅ－

８．６９Ｅ－１１

７
．
９７ Ｅ－Ｏ１

２．５２ Ｅ－１０

１ Ｅ－ ７

１．６３Ｅ－１０

Ｃ－１４ ２．９９ Ｅ－０４
■ 一一

１．０２ Ｅ－０４ ５．８８ Ｅ－０４ ９．２２Ｅ－０４…

Ｓ－３５ １
．
８９ Ｅ－１１ ２．３９Ｅ－１１ ２．７５ Ｅ－１０ １．

４６ Ｅ－１１

Ｃ１・３６ ５
．
１８ Ｅ－０６ ５

．
６６ Ｅ－０６ ２．５３ Ｅ－０５ ２．３８ Ｅ－０６

Ｃａ－４１ ３
．
１３ Ｅ－０８ ３．９７ Ｅ－０８ ２．０５ Ｅ－０３ ４．８８ Ｅ－０８

Ｍ ｎ－５４ ６１７７ Ｅ－０６ １
．
２６ Ｅ－０ ３

Ｆｅ－５５
ｌ１駕 １ Ｈ Ｔ１ 織 手

１．４１Ｅ－Ｏ１ ４．７５Ｅ－０１
Ｆｅ－５９ １．１Ｏ Ｅ－１６ ２

．７
４ Ｅ－１６ ３

．
４０ Ｅ－１７ ２

．
９６ Ｅ－１６

Ｃｏ－５８ ４
．
６５ Ｅ－１１ ５

．
６３Ｅ－１２ １

．
０ ５Ｅ－１４ ４

．
７ １Ｅ－１１

Ｃｏ－６０ ４
．ＯＯ Ｅ－０１ ７

．
１５Ｅ－０２ １

．
７ ２Ｅ－０２ ４

．
１９ Ｅ－Ｏ１

Ｎｉ－５９ １
．
７２ Ｅ－０３ １

，
９６ Ｅ－０４ ４

．
４６ Ｅ－０６ ３

１
９２ Ｅ－０４

Ｎｉ－６３ ２
．
２２ Ｅ－Ｏ１ ２

．
５４Ｅ－０２ ５

．
７８ Ｅ－０４ １

．
０３ Ｅ－０１

Ｚ ｎ－６５ ３
．
４４ Ｅ－０６ １

．
４５ Ｅ－０６ ３

．
２４ Ｅ－０６ ７

１
３６ Ｅ－０６

Ｓｅ－７９ ８
．
５７ Ｅ－１２ １

，
２６ Ｅ－１２ ６

．
１３Ｅ－１１ ２

．
１５ Ｅ－０７

Ｓｒ－９０ ８
．
４２ Ｅ－０７ １

１
７９Ｅ－０７ ８．５ ７Ｅ－０６ ８．３８ Ｅ－０６

Ｚ工一９３ ２
．
０９ Ｅ－１Ｏ ２．９７ Ｅ－１Ｏ ４．８ １Ｅ－０９ ２．７０ Ｅ－１０

Ｎｂ－９４ １
．
４２ Ｅ－０６ ５，２７ Ｅ－０７ ４．７０ Ｅ－０７ １．１８ Ｅ－０５

Ｍ ｏ－９３ ３．
８９ Ｅ－０６ １

．
４４Ｅ－０５ １

．
０ ５Ｅ－０７ ４

．
９１ Ｅ－０７

Ｔｃ－９９ ６．８１ Ｅ－０７ ４１
４２Ｅ－０６ ６．３３Ｅ－０９ ４

．
ＯＯ Ｅ－０８

Ｒ ｕ－１０６ １
．
８７ Ｅ－０８ ４

，
６１１≡】一１０ １

１
６ ５Ｅ－０８ ２

．
０２ Ｅ－０７

Ａ －１０８ ｍ ７
．
４３ Ｅ－１６ ２

．
５４Ｅ－１９ １．９ ４Ｅ－２０ ３．９６ Ｅ－０６

Ｃ ｄ－１１３ ｍ ２．３１ Ｅ－１０

１．４３ Ｅ－１１

１，０７Ｅ－１１

９．６０ Ｅ－１３

４．６２ Ｅ－１０

４．
４５Ｅ－１１

２．１７ Ｅ－０９

５
，
１５ Ｅ－１２Ｓｎ－１２６

Ｓｂ－１２５ ３．１Ｏ Ｅ－０６ １．０７ Ｅ－０８ ６
．
４ ４Ｅ－０７ ５

．
３４ Ｅ－０７

Ｔｅ－１２５ ｍ １
．
２８ Ｆ－０６ ４

．
３８Ｅ－０９ ４

．
０ ５Ｅ－０９ １

．
０３ Ｅ－０７

７
．
９５ Ｅ－１３Ｉ－１２９

Ｃｓ－１３４

７
．
１９ Ｅ－１４

５
．
１９Ｅ－１２

３
．
２８ Ｅ－１２

１．２８Ｅ－１１

９
．
１７ Ｅ－１３

３．９７ Ｅ－０６

止

３
．
４４ Ｅ－０８

Ｃｓ－１３７ １
．
３８ Ｅ－０６ １

．
８９Ｅ－０７ ８

．
８７ Ｅ－０６ ９

，
１７１≡】一０６

Ｂａ－１３３ １．５７ Ｅ－０５

Ｌａ－１３７ １１９７ Ｅ－０８

Ｃｅ－１４４

Ｐ ｍ －１４７

７．８４ Ｅ－０９

１
．
６２ Ｅ－０７

１．３９Ｅ－０９

２
．
５４ Ｅ－０８

６．５８ Ｅ－０８

１
．
２ １Ｅ－０６

８．
４７ Ｅ－０７

１
．
３８ Ｅ－０６

Ｓ ｍ－１５１ ３
．
０４ Ｅ－０８ ６

．
４７Ｅ－０９ ２

．
９０ Ｅ－０７ １

．
７９ Ｅ－０８

Ｅ ｕ－１５２ １
．
３２ Ｅ－０８ ５

．
５０Ｅ－０４ ３

１
８８ Ｅ－０２ ７

１
３２ Ｅ－１１

Ｅ ｕ－１５４

Ｈ ｏ－１６６ ｍ

１
．
０１ Ｅ－０５

３．１５ Ｅ－１５

５
．
３７ Ｅ－０５

１．７７Ｅ－１８

２
．
３ １Ｅ－０３

２．７０ Ｅ－１７

９．４１ Ｅ－０８

４．６８ Ｅ－０７

Ｌｕ－１７６ １．８３ Ｅ－１１ ８，１６Ｅ－１２ ２１２４Ｅ－１１ ５．８７ Ｅ－１６

Ｉｒ－１９２ｍ ２１３２Ｅ－０８

Ｐｔ－１９３ ３
．
１９Ｅ－０６

Ｒａ－２２３ ２
．
７７ Ｅ－１１ ９

．
９５Ｅ－１２ ４．８０ Ｅ－１６

Ａｃ－２２７ ２．７７ Ｅ－１１ ９．９５Ｅ－１２ ４
，
７９１≡＝一１７

Ｐａ－２３１ ０

Ｕ－２３４

４
．
７３ Ｅ－１１

２
，
４３ Ｅ－１Ｏ

１
．
８５Ｅ－１１

１
．
３２Ｅ－１３

７
，
３７ Ｅ－１６

７
．
７６ Ｅ－１４

Ｕ－２３５ ８１１５ Ｅ－１２

Ｕ－２３６

Ｕ－２３８

４
．
７６ Ｅ－１２ １

．
４４Ｅ－１２ ６

１
２８Ｅ－１１ ４

．
２６ Ｅ－１２

４
．
４８ Ｅ－１１

Ｎ －２３７ ２
．
２５ Ｅ－１２ ２

．
１５Ｅ－１３ ９．４ １Ｅ－１３ ８

．
５８ Ｅ－１３

Ｐ ｕ－２３８ ３
．
６６ Ｅ－０８ ６

．
３８Ｅ－１３ １

．
８７ Ｅ－１４ ３

．
８２ Ｅ－１Ｏ

Ｐ ｕ－２３９
■

Ｐ ｕ－２４０

１
．
３１Ｅ－０８

２
．
３９ Ｅ－０８

１
．
０ ５Ｅ－０８

１
．
１４Ｅ－１１

２
．
６７ Ｅ－０７

３
．

１７ Ｅ－１２

９
．
９９ Ｅ－０９

１
．
７７ Ｅ－０９

Ｐ ｕ－２４１ １．０５ Ｅ－０６ ５．７６ Ｅ－１３ ９．８ １Ｅ－１６ ６．６９】≡＝一０８

Ｐ ｕ－２４２ １．７５ Ｅ－１１ ４．９ ３Ｅ－２１ １
．
４９ Ｅ－２９ ４

．
９７ Ｅ－１４

Ａ ｍ－２４ １ ３
．
６４Ｅ－０８ ２

．
１Ｏ Ｅ－１４ ３

．
５７ Ｅ－１７ ４

．
８０ Ｅ・１Ｏ

Ａ ｍ －２４２ ｍ

Ａ ｍ －２４３

１
．
３０Ｅ－０９

６．２９ Ｅ－１１

１
．
６８ Ｅ－１８

２
．
０９ Ｅ－２３ ２．０９ Ｅ－３８

９．３４ Ｅ－１４

２．６５ Ｅ－１４

Ｃ ｍ －２４４ １
．
２２Ｅ－０９ ２

．
４０ Ｅ－２９ ４

．
５４ Ｅ－４７ １

．
２０ 亙一１３

△ 言 Ｏ ＋Ｏ １． Ｏ ＋ 十 １ Ｅ＋

注） 放 射 化 ス テ ン レ ス 鋼 は、 シ ュ ラ ウ ドの 一 部 の 核 種 組 成

放射 化 炭 素 鋼 は、 原 子 炉 圧 力 容 器 の 一 部 の 核 種 組 成

放射 化 コ ンク リ ー トは、 熱 遮 へ い 壁 の 一 部 の 核 種 組 成

汚染 物 は、 原 子 炉 冷 却 材 循 環 系 内 の 汚 染 核 種 組 成

（本評価 値 は、 添 付一 ２の 元素組成 に 基づ いて 計算 され たも の である。）

一 １０一



（Ｐ Ｗ Ｒ ：

表 一１ 廃 止 措 置 時 の核 種組 成 （２ ／ ３）

６ 年 冷 却）

核 種
放射化物

汚染物
ス ア ン レ ス 鋼 灰 素 鋼 コ ン ク リ ー ト

Ｈ－３ １．１ Ｅ－０３ ２．９５ Ｅ－０３ ．０７ Ｅ－Ｏ１ ７ Ｅ－０４
Ｈ

－１

・１
Ｈ

Ｓ一 ４ ３ １ Ｅ－１１ ２．５ Ｅ－１１ １ １ Ｅ－１ ４． Ｏ Ｅ－２

４ ＨＨ

一４ １

Ｍ ｎ－５４ １
．
６６ Ｅ－０３

．
１１ Ｅ－０４ ２ ７１ Ｅ－Ｏ １ ４１ Ｅ－０４

Ｈ

Ｃ －５８ １ ６ Ｅ－１Ｏ ６
．
１ Ｅ－１２ ９

．
５５ Ｅ－１ １ ２ Ｅ－１

Ｎｉ－６ ２
，

Ｅ－ １ ２ ２ Ｅ－ ２ １ ４１ Ｅ一 ４ Ｅ－Ｏ１

Ｓｒ－ｇＯ １．５９ Ｅ－０６ １．５
Ｅ－０７ １ ４ Ｅ一

Ｍ ｏ－ｇ ６
．
６３ Ｅ－０６ ４ ７ Ｅ一 ２ ２ Ｅ一

Ａ －１０ ｍ １ Ｅ一 ２ ４ Ｅ一 ４ ２２ Ｅ－１４

一１

Ｓ －１２ ４ Ｅ－Ｏ １ ２ Ｅ一 ２７ ４ ４１ Ｅ一

・１ ４ ３３ Ｅ－０５ ４ Ｅ一 ２ ４７ Ｅ－ ４ ７

Ｌ －１ ７ ６
．
２ Ｅ－０８ ７ ４ 亙一１１ ４ Ｅ一

十

４１ Ｅ一

Ｐ

Ｓ ｍ－１ １ Ｅ一 １ ７ Ｅ－０４ １ Ｅ一

Ｈ －１ ６ ｍ １．９ Ｅ－Ｏ Ｅ一 Ｅ－ ７ ２ Ｅ－１２

Ｈ 十

十

Ｐｔ－１９
．
１ Ｅ－１ ２ ４ Ｅ一 ２ ７ ２ ２１１…：一１

十

一２３６ １ Ｅ－１２ １ １ 亙一１ １ Ｅ－１２ ７

Ｐｕ－２ ４ Ｅ－Ｏ １ １’ 亙一１ ４ Ｅ－１ ２

Ｐｕ－２４１ ２ １ Ｅ一 １ ４１ Ｅ－１１ Ｅ－１

Ａ ｍ－２４２ ｍ Ｅ－１１ １ １ Ｅ－１ １ Ｅ－２ ４ １≡：一

ｍ －２４４ ４．０４ Ｅ－１ Ｅ－２ １ Ｅ－４

△ 言 １． Ｅ ＋Ｏ １１ Ｏ ＋Ｏ １ ＋ １ Ｅ ＋

注） 放 射 化 コ ン ク リ ー ト は １ 次 遮 へ い １２７．５ｃｍ の 核 種 組 成

放 射 化 ス テ ン レス は 上 部 炉 心 板 の 核 種 組 成

放 射 化 炭 素 鋼 は 原 子 炉 容 器 の 核 種 組 成

汚 染 金 属 は 原 子 炉 容 器 内 の 汚 染 核 種 組 成

（本 評価 値は、 添 付一 ２の元 素組 成 に基 づいて 計算 され たも の である。）

一 １１ 一



（Ｇ Ｃ Ｒ

表 一１ 廃 止 措 置 時 の 核 種 組 成 （３／ ３）

１ ０ 年 冷却）

汚染物核 種
一 、 コ’ ■一

一１４ ３
．
５３ Ｅ－Ｏ １ ２ Ｅ－０４ ４， ７ Ｅ－ ４ １

８４ Ｅ一

一４ １ ８．３２ Ｅ一 Ｅ－１０ ２
．

２ Ｅ一 ４ Ｅ－ ４

Ｆ 一 ．４８Ｅ－２６ １ Ｅ－２５ ２ ２１≡：一２７ ５Ｅ－２６

Ｎｉ一 ２ Ｅ一 １
．
Ｏ Ｅ－ ４ １ ５Ｅ－０６ Ｅ－ ４

２９ ・ １ Ｅ一 ４ １７Ｅ－１０ １ ４Ｅ－Ｏ

４ Ｅ－ ４ Ｅ ７Ｅ－ ７ １Ｅ一

ｕ・ ７Ｅ－１ ４
．
２２ Ｅ一 ７Ｅ一 ２ Ｅ

十 十 十 十

ｎ・１２
．
ＯＯＥ＋ Ｅ＋ Ｅ＋

・１ １ １１Ｅ－１２ ２ 一 ２ １ Ｅ一

Ｂ －１ ５
．

２Ｅ－Ｏ ２ Ｅ一 ２ Ｅ － ４ Ｅ一

４ １ Ｅ－ ７ １ Ｅ－ ４

Ｅ ｕ－１ ４ ４ ４Ｅ一 Ｅ一 ４１ Ｅ １ 一

２ ｍ １ ７ １≡】一１７ 十 ２ １ Ｅ－１

十 一

Ａ －２２７ ２．４ Ｅ－１ Ｅ－１ Ｅ－１２

十

４ １４

一２ ９ ８Ｅ－ １ １Ｅ－１２ ４

Ｎ 一 ２ Ｅ－１２ ４１Ｅ－１２ １Ｅ－１

Ｐｕ－２４ ２４Ｅ一 ・１ ２ ４ Ｅ－１１

Ａ ｍ －２４ ７ －Ｏ ４ ・ １ ２１Ｅ－１ ４ ・

十

一

１７ Ｅ １２

一

２４

十

２ ４２Ｅ一 ４Ｅ－１１

△ … １ ＯＯＥ＋

一

十

十

１ ＋ １ ＋

注） 放 射 化 コ ン ク リ ー ト は一 次 遮 へ い Ｏ ～ ３ １ｃｍ の 核 種組 成

放 射 化 ス テ ン レス は 圧 力 容 器 断 熱 材 の 核 種 組 成

放 射 化 炭 素 鋼 は圧 力 容 器 の 核 種 組 成

汚 染物 は一 次 冷 却 ガス 系 統 の 汚 染 物 の 核 種 組 成

（本 評 価値 は、 添付 一２ の元素 組成 に基 づい て言十算さ れた もの であ る。）
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表 一 ２ 運 転 中 の核 種組 成

０ ５ 年 冷 却 （１ ／ ４））

（１ ／ ８）

核 種 コ ン ク リ ー ト 核 種 コ ンク リ ー ト 核 種 コ ンク リ ー ト 核 種 コ ン ク リ ー ト

Ｈ－３

ＢＥ－１０

６
．

０２Ｅ－０１

１．４０Ｅ－１０

ＳＮ－１２３

ＳＮ－１２６

７．
６８Ｅ－０９

２
．

４７Ｅ－１１

ＨＦ－１８１

ＨＦ－１８２

２
．
００Ｅ－０６

１
．
８２Ｅ－１７

ＰＡ－２３３

ＰＡ－２３ 州

４．４２Ｅ－０６

Ｃ－１４ ３
．

２９Ｅ－０４ ＳＢ－１２４ １
．

５７Ｅ－０５ ＴＡ－１８２ ８
．
６５Ｅ－０５ ＰＡ－２３４

Ｐ－３２ １
．

４８Ｅ－０５ ＳＢ－１２５ １
．

４７Ｅ－０６ Ｗ－１８１ １．４２Ｅ－０７ Ｕ－２３２ ９
．

２０Ｅ－１０

Ｐ－３３ ６．３３Ｅ－０５ ＳＢ－１２６ ３．５１Ｅ－１２ Ｗ－１８５ ２
．

７９Ｅ－０６ Ｕ－２３３ ９．０３Ｅ－０８

Ｓ－３５ １
，
１６１三一０３ ＳＢ－１２６” ２

．
４７Ｅ－１１ Ｗ－１８８ ８．１０Ｅ－４４ Ｕ－２３４ ６

．
５７Ｅ－１０

ＣＬ－３６ １．４０Ｅ－０５ ＴＥ－１２３ ３
．

５６Ｅ－２８ ＲＥ－１８７ ５．７０Ｅ－５０ Ｕ’２３５

Ｋ－４０ ＴＥ－１２３” ２．４９Ｅ－１７ ＲＥ－１８８ ８
．
１１Ｅ－４４ ｕ－２３６ ３

．
４８Ｅ－１１

ＣＡ－４１ １
．
１４Ｅ－０３ ＴＥ－１２５” ５

．
９７Ｅ－０７ ＴＬ－２０７ ５，

５２Ｅ－０９ ｕ－２３７ ２
．

５６Ｅ－１６

ＣＡ－４５ ３
．
６２Ｅ－０８ ＴＥ－１２フ ９

．
２８Ｅ－０９ ＴＬ－２０８ ｕ－２３８

ＳＣ－４６ ２
．
６５Ｅ－０３ ＴＥ－１２フ” ９

．
４７Ｅ－０９ ＴＬ－２０９ ４．３４Ｅ－１２ Ｕ－２３９

ＣＲ－５１ ３．１２Ｅ－０４ ＴＥ－１２９ ３
．

３１Ｅ－０９ ＰＢ－２０９ １
．

９７Ｅ－１０ Ｕ－２４０

”Ｎ－５４ ３
．
７０Ｅ－０４ ＴＥ－１２９” ５．２２Ｅ－０９ ＰＢ－２１０ ＮＰ－２３６

ＦＥ－５５ ３
．
４０Ｅ－０１ １－１２９ １

．
８２Ｅ－１２ ＰＢ－２１１ ２．７６Ｅ－０９ ＮＰ－２３７ ５

．
２２Ｅ－１３

ＦＥ－５９ ５．５８Ｅ－０４ ＣＳ－１３４ ４
．

５０Ｅ－１１ ＰＢ－２１２ ２．７６Ｅ－０８ ＮＰ－２３８

ＣＯ－５８ １．７４Ｅ－０６ ＣＳ－１３５ １．
２５Ｅ－１０ ＰＢ－２１４ ＮＰ－２３９ １．１６Ｅ－３８

Ｃ０－６０ １
．
９７Ｅ－０２ ＣＳ－１３６ ４

．
３６Ｅ－１３ Ｂ１－２１０ ＮＰ－２４０”

Ｎｌ－５９ ２
．
４７Ｅ－０６ ＣＳ－１３７ ５

．
５８Ｅ－０６ Ｂ１－２１１ ２．７６Ｅ－０９ ＮＰ－２４０

Ｎｌ－６３ ３．３４Ｅ－０４ ＢＡ－１３６” ６
．

９９Ｅ－１４ Ｂｌ－２１２ ＰＵ－２３６ １
．

５９Ｅ－２２

ＺＮ－６５ ５
．
２５Ｅ－０４ ＢＡ－１３７” ５．

２８Ｅ－０６ Ｂｌ－２１３ １
．

９７Ｅ－１０ Ｐｕ－２３８ １．０８Ｅ－１４

ＳＥ－７９ ３
．
４０Ｅ－１１ ＢＡ－１４０ ４．４５Ｅ－１０ Ｂｌ－２１４ ＰＵ－２３９ １．４８Ｅ－０７

ＲＢ－８６ １．１９Ｅ－１３ ＬＡ－１３８ ２．６０Ｅ－２０ ＰＯ－２１０ Ｐｕ－２４０ １
．
７６Ｅ－１２

ＲＢ－８７ ２．３６Ｅ－１５ Ｌ^ 一１４０ ５
．

１４Ｅ－１０ ＰＯ－２１１ ２．７６Ｅ－１１ ＰＵ－２４１ ７
．
０７Ｅ－１６

ＳＲ－８９ ７．７５Ｅ－０６ ＣＥ－１４１ １
．

６９Ｅ－０７ Ｐ０－２１２ ２
．
７６Ｅ－０８ ＰＵ’２４２ ８

．
２９Ｅ－３０

ＳＲ－９０ ５
．
４４Ｅ－０６ ＣＥ－１４２ ２．

４５Ｅ－１５ ＰＯ－２１３ １
．
９３Ｅ－１０ Ｐｕ－２４３

Ｙ－９０ ５
．
４４Ｅ－０６ ＣＥ－１４４ ４

．
８６Ｅ－０６ Ｐ０－２１４ Ｐｕ－２４４

Ｙ－９１ ９
．
５９Ｅ－０７ ＰＲ－１４２ ２

．
４５Ｅ－１５ Ｐ０－２１５ ２

．
７６Ｅ－０９ Ｐ∪一２４５

ＺＲ－９３ ２．６７Ｅ－０９ ＰＲ－１４３ ８
．

３１Ｅ－１０ Ｐ０－２１６ ２．７６Ｅ－０８ Ａ”一２４１ １．
４５Ｅ－１７

ＺＲ－９５ ６ ３３Ｅ－０６ ＰＲ－１４４ ４．８６Ｅ－０６ １〕０－２１８ Ａ”一２４２”

ＮＢ－９３” ３
．

２２Ｅ－０８ ＰＲ－１４４” ５
．

８６Ｅ－０８ ＡＴ－２１７ １．９７Ｅ－１０ Ａ”一２４２

ＮＢ－９４ ２．６１Ｅ－０７ ＮＤ－１４４ １
．
１１Ｅ－１９ ＲＮ－２１９ ２．７６Ｅ－０９ Ａ”一２４３ １

．
１６Ｅ－３８

ＮＢ－９５ １．２１Ｅ－０５ Ｐ”一１４７ ２
．

８７Ｅ－０６ 酬 一２２０ ２
．

７６Ｅ－０８ ＾ 卜２４４

ＮＢ－９５” １
．

６６Ｅ－０８ Ｐ”一１４８ ４．６７Ｅ－１５ ＲＮ－２２２ Ａ”一２４５

”Ｏ－９３ ５．
８０Ｅ－０８ Ｐ”一１４８… ６

．
７７Ｅ－１４ ＦＲ－２２１ １

．
９７Ｅ－１０ Ｃ”一２４２ ３

．
８７Ｅ－２２

ＴＣ－９９ ４ ７６Ｅ－０９ Ｓ”一１４７ ８
．
７０Ｅ－１６ ＦＲ－２２３ Ｃ”一２４３ ７

．
４６Ｅ－３６

Ｒｕ－１０３ １
．

８０Ｅ－０７ Ｓ…一１４８ ４
，
４２Ｅ－２６ ＲＡ－２２３ ２．７６Ｅ－０９ Ｃ”一２４４ ２

．
５２Ｅ－４７

ＲＵ－１０６ ３
．

９８Ｅ－０７ Ｓ”一１４９ ４．７８Ｅ－２１ ＲＡ－２２４ ２
．

７６Ｅ－０８ Ｃ”一２４５

ＲＨ－１０３｝ １．８１Ｅ－０７ Ｓ”一１５１ １．６８Ｅ－０７ ＲＡ－２２５ １
．

９７Ｅ－１０ Ｃ”一２４６

ＲＨ－１０６ ３ ９８Ｅ－０７ ＥＵ－１５２ ２．８７Ｅ－０２ ＲＡ－２２６ Ｃ”一２４７

ＰＤ－１０７ １
．
１３Ｅ－１２ ＥＵ－１５４ １

．
９９Ｅ－０３ Ｒ 一^２２８ Ｃ”一２４８

ＡＧ－１０８ ８
．
２９Ｅ－２２ ＥＵ－１５５ ５

．
１１Ｅ－０８ ＡＣ－２２５ １

．
９７Ｅ－１０ Ｃ”一２４９

ＡＧ－１０８” １．０７Ｅ－２０ ＥＵ－１５６ ４
．

７８Ｅ－１２ ＾Ｃ－２２７ Ｃ”一２５０

ＡＧ－１０９” ２．５６Ｅ－２３ ＧＤ－１５２ ５
．

５０Ｅ－１５ ＡＣ－２２８ ＢＫ－２４９

ＡＧ－１１０ ３．２９Ｅ－１４ ＧＤ－１５３ ２
．

０８Ｅ－０８ ＴＨ－２２７ ２．７６Ｅ－０９ ＢＫ－２５０

ＣＤ－１０９ ２．５６Ｅ－２３ ＴＢ－１６０ ８
．

０１Ｅ－１５ ＴＨ－２２８ ＣＦ－２４９

ＣＤ－１１３” ３．３１Ｅ－１０ Ｈ０－１６６… １
．

５０Ｅ－１７ ＴＨ－２２９ １．９７Ｅ－１０ ＣＦ－２５０

ＣＤ－１１５” １
．
１６Ｅ－１０ Ｔ”一１７０ ９

．
５８Ｅ－０９ ＴＨ－２３０ ＣＦ－２５１

１Ｎ－１１４ ５
．
５０Ｅ－１８ Ｔ”一１７１ １

．
７３Ｅ－１１ ＴＨ－２３１ ＣＦ－２５２

ｌＮ－１１４” ３
．
１２Ｅ－１８ ＹＢ－１６９ ９

．
８６Ｅ－０７ Ｔト１－２３２ ＣＦ－２５３

ｌＮ－１１５ ８
．

９２Ｅ－２２ Ｌｕ－１７６ １．２４Ｅ－１１ ＴＨ－２３３ ＣＦ－２５４

ＳＮ－１１７” ９．２８Ｅ－１０ Ｌｕ－１７７ １．１７Ｅ－０８ Ｔト１－２３４ ＥＳ－２５３

ＳＮ－１１９” ２
．

８２Ｅ－０７ Ｌｕ－１７７” ５．
０８Ｅ－０８ Ｐ^ 一２３１

合 計 １
．

００Ｅ＋００

ＳＮ－１２１” ２．３５Ｅ－０８ ＨＦ－１フ５ ６
．

０８Ｅ－０フ ＰＡ－２３２

（本 評価 値 は、添付一 ２ の元素 組成 に基 づいて 計算 され た もので ある。）
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表 一 ２ 運 転 中 の 核種 組 成

Ｏ， ５ 年 冷 却 （２ ／ ４））

（２ ／ ８）

核種 炭素鋼 核種 炭素鋼 核種 灰素鋼 核種 炭素鋼

１ｌ１
１。

∵ 堆 １１１
ＳＮ－１２３ ４．６４Ｅ－１１ ＨＦ一「８１ ４．０８Ｅ－０８ ＰＡ－２３３ ６．４６Ｅ－０８
ＳＮ－１２６ ２

．
３２Ｅ－１３ ＨＦ－１８２ ３

．
フ２Ｅ－１９ Ｐ 一^２３４”

Ｃ－１４ ２．４６Ｅ－０５ ：：１；：１ ＋ 一１１１１１器
ＴＡ－１８２ １，１４Ｅ－０５ ＰＡ－２３４

Ｐ－３２ １．５１Ｅ’０７ Ｗ－１８１ ６
．
１５Ｅ－０８ Ｕ－２３２ １

．
０７Ｅ－１１

Ｐ－３３ ｉ
⊥」… ｏ …

１．１０Ｅ－０５ ＳＢ－１２６ ３．２９Ｅ－１４ Ｗ－１８５ ２．１０Ｅ－０６ ｕ－２３３ １
．

３２Ｅ－０９

Ｓ－３５ ｉ ４
．
２６Ｅ－０５ ＳＢ－１２６” ２，３２１三一１３ Ｗ－１８８ 」 １ ６５Ｅ■４５

ＲＥ－１８７ １
．
１７Ｅ－５１

ｕ－２３４ ９
．

４５Ｅ－１４
Ｌ…』川 ０ ０■

ＣＬ－３６ ； １
．
３７Ｅ－０６ ＴＥ－１２３ ３

，
４１Ｅ－３０ Ｕ－２３５

Ｋ－４０ ≒ ３．５４Ｅ－１０

砿 ．４１
一

寸
９ ５ 籠二

０９

・・一・・ ‡ 川 ・一」Ｐ

ＳＣ－４６ － １
．

２５Ｅ－０５

ＴＥ－１２３” ２
．
４９Ｅ－１９ ＲＥ－１８８

■
１
．
６６Ｅ－４５ ｕ－２３６ ３

．
４７Ｅ－１３

ＴＥ－１２５” ４．５９Ｅ－０９ ＴＬ－２０７ ２
，
４１Ｅ－１２ ｕ－２３７ ２

．
９９Ｅ－１７

ＴＥ－１２７ ８
．
５９Ｅ－１１ ＴＬ－２０８ ４，４７Ｅ－１２ ｕ－２３８

ＴＥ－１２フ” ８
．
７６Ｅ－１１ ＴＬ－２０９ ６

．
３２Ｅ－１４ ｕ－２３９

ＣＲ－５１ ９．９０Ｅ－０５
ＩＯＩ

ＴＥ－１２９ ３．１８Ｅ－１１ ＰＢ－２０９ ２
．
８フＥ－１２ ｕ－２４０

”Ｎ－５４ １ １
．
２５Ｅ－０２

＿＿＿＿＿＿ ＿＿」＿＿＿＿
ＴＥ－１２９” ５ ０２Ｅ－１１

』
ＰＢ－２１０ ＮＰ－２３６

Ｈ
ＦＥ－５５ － ９

．
４１Ｅ－０１ １－１２９ １

．
７４Ｅ－１４ ＰＢ－２１１ ２

．
４１Ｅ－１２ ＮＰ－２３７ ５．１９Ｅ－１４

圧 一５９
『

１．７９Ｅ－０３ ＣＳ－１３４ ７．９７Ｅ－１２ ＰＢ－２１２ １
，
３７Ｅ－１１ ＮＰ－２３８
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Ｚ ， １ 墨 ㊤ Ｎ
－

～ ｏ ［ １ 二

ｚ ， Ｉ Ｎ 山 ｏ ＝ ム ー ８ 岬 墨

Ｚ ， Ｉ Ｎ ム Ｏ

、 ＝ １ Ｎ ω ① ω ． σ Ｏ 固 － 一 ｛

ｉ ⊂ １ Ｎ ω Ｏ
Ｏ 一 － ω σ ｍ － ｏ ｏ
ｏ

ｉ ⊂ ｌ Ｎ ω ㊤ 小
．

一 〇
〇 ｍ － ｏ ｏ

、 ⊂ ｌ Ｎ 壮 Ｏ ｏ
ｏ

．

ヨ ［ Ｉ ｏ ｏ

ｉ ⊂ Ｉ Ｎ 土 や ⑩ 一 ［ Ｉ 〇 一

ｉ ζ １ ～ 壮 ～ ９ ω 一 ［ ⊥ ～

ｉ ⊂ １ ～ ム ω 一
ー
ム σ ［ １ 資

ｉ ⊂ － Ｎ ム ｛ 牛 ｏ ｏ ［ １ ～ ｏ

； ｛ ホ

〉 ； １ ～ さ ｏ ． ム ｏ ［ － ｏ ｏ

》 ； － ～ ｛ ～ ： 牛 ｏ
ｏ ｛ ［ ⊥ ｏ

〉 ： － Ｍ ｛ Ｎ ム
． ｏ
ｏ ｛ ［ ⊥ ｏ

＞ ： － ～ ト ω Ｎ
Ｉ
～ ｏ ［ １ 二

〉 ； Ｉ Ｎ ム ム

〉 ； １ ～ ム σ ω
１

８ ［ １ 心 ム

ｏ ； １ ～ ム ～ ９ σ ～ ［ ｌ ｏ ｏ
ｏ

ｏ ； － Ｎ ム ω 一 ． σ ～ ［ ⊥ 一

ｏ ＝ － ～ 壮 ｛ ９ ム ｏ
ｏ ［ １ 一 〇

ｏ ： － Ｎ ｛ ｏ 一 』 ① ｍ ⊥ 壮

ｏ ； － ～ ム ⑦ ド 言 ｍ ⊥ σ

ｏ ： １ ～ ム 一 一 ． ム ㌫ ｍ － 心 一

ｏ ＝ Ｉ Ｎ 心 ｏ
ｏ デ ～ ω ［ １ じ

ｏ ＝ － Ｎ ム ｏ ド ｏ ｏ ［ － ω ｏ

ｏ ＝ － Ｎ ０ ｏ 一
．

二 ［ １ ω ｛

匝 天 － Ｎ 令 ｏ ～
．

ま ［ ⊥ ｏ

望 ↑ 心 ｏ ｏ

ｏ 「 Ｉ Ｎ 心 ｏ ド ω ① 丁 資

０ １ Ｉ Ｎ ① ｏ 小 Ｉ ｏ ω 叩 讐

ｏ ¶ １ ～ ヨ 一
．
ｏ ｏ ［ ｌ Ｎ ω

ｏ ¶ １ ～ ｝ Ｎ ①
Ｉ
ｏ 需 １ ～ Ｎ

ｏ 「 － ～ σ ω ～
．
σ 蜆 ｍ Ｉ ～ 一

Ｏ 「 １ Ｎ σ ム 一 Ｊ ｏ ［ － Ｎ ０

［ ω Ｉ Ｎ ① ω α
－
ｏ ω ［ １ ～ ム

φ 卑 一
．

８ ［ 十 ８

（ 科 璃 自 商 口 一 謙 ‡ － Ｎ ｓ 削 耕 菌 薄 ｎ 胴 じ 二 べ 卑 糠 吠 さ 吋 び ｓ づ 酎 び 一 ）

－ 旨 －
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表 一 ２ 運 転 中の 核 種 組 成

Ｏ． ５ 年 冷 却 （４ ／ ４））

（４ ／ ８）

核種 汚染物 核種 汚 染物

Ｈ－３ ４．７０Ｅ－０７ Ｂａ－１３３ ６．９０Ｅ－０６

Ｂｅ－１０ ５．０３Ｅ－１１ Ｌａ－１３７ ６．０８Ｅ－０９

Ｃ－１４ ６．２５Ｅ－０４ Ｃｅ－１４４ ３．６３Ｅ－０６

Ｓ－３５ ３１３３Ｅ－０５ Ｐ ｍ－１４７ ６．９１Ｅ－０７

Ｃｌ－３６ ７．３３Ｅ－０７ Ｓｍ－１５１ ２．５９Ｅ－０９

Ｃａ－４１ １．５０Ｅ－０８ Ｅｕ－１５２ ５．７４Ｅ－１１

Ｍｎ－５４ ３．３６Ｅ－０２ Ｅｕ－１５４ ５．２９Ｅ－０８

Ｆｅ－５５ ６
．
３７Ｅ－０１ Ｈｏ－１６６ｍ １

．６
２Ｅ－０７

Ｆｅ－５９ ２
．
２９Ｅ－０３ Ｌｕ－１７６ １．７

８Ｅ－１６

Ｃｏ－５８ ２
．
６６Ｅ－０２ １ｒ１９２ｍ ７．２

８Ｅ－０９

Ｃｏ－６０ ２．６６Ｅ－０１ Ｐｔ－１９３ ９，７８Ｅ－０７

Ｎ 卜５９ １．２１Ｅ－０４ Ｒａ－２２３ ９．２０Ｅ－２０

Ｎｉ－６３ ３．３１Ｅ－０２ Ａｃ－２２７ ２．７３Ｅ－１９

Ｚｎ－６５ ６１８５Ｅ－０４ Ｐａ－２３１ ９．６３Ｅ－１８

Ｓｅ－７９ ６
．
６３Ｅ－０８ ∪一２３４ ２．１９Ｅ－１４

Ｓ ｒ ９０ ２
．
８１Ｅ－０６ ∪一２３５ ２

．７
３Ｅ－１３

Ｚ ｒ９３ １．１７Ｅ－１０ ∪一２３６ １
．
１８Ｅ－１２

Ｎｂ－９４ ３．６４Ｅ－０６ ｕ－２３８ ２．４８Ｅ－１２

Ｍｏ－９３ ２．６１Ｅ－０６ Ｎｐ－２３７ ６．９７Ｅ－１３

Ｔｃ－９９ ２．０５Ｅ－０７ Ｐｕ－２３８ ２．１９Ｅ－０９

Ｒｕ－１０６ １．１０Ｅ－０６ Ｐｕ－２３９ １．９０Ｅ－０９

Ａｇ－１０８ｍ １．２５Ｅ－０６ Ｐｕ－２４０ １，７５Ｅ－０９

Ｃｄ－１１３ｍ １．２２Ｅ－０９ Ｐｕ－２４１ ３．４６Ｅ－０７

Ｓｎ－１２６ ２．２０Ｅ－１２ Ｐｕ－２４２ １．７７Ｅ－１２

Ｓｂ－１２５ ６．３７Ｅ－０７ Ａ ｍ－２４１ ２
．
４９Ｅ－１０

Ｔｅ－１２５ｍ ８．１２Ｅ－０８ Ａｍ－２４２ｍ １．１２Ｅ－１１

一１２９ ３．６２Ｅ－１３ Ａ ｍ－２４３ ７．１６Ｅ－１２

Ｃｓ－１３４ ９．５４Ｅ－０６ Ｃｍ－２４４ ２．８９Ｅ－１０

Ｃｓ－１３７ ３．５０Ｅ－０６ 合 計 １．００

注） 計 算可 能な核 種 を対象 と した。

（本評価 値 は、 添 付一 ２の 元素組 成に 基づ いて 計算 され た もの である。）

一１６一
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表 一 ２ 運 転 中の 核 種 組 成 （５ ／ ８）

０ ５ 年 冷 却 （１ ／ ４））

核 種 ステンレス鋼 核 種 ステンレス鋼 核 種 ステンレス鋼

Ｈ － ３ ４，５９Ｅ－０４ ＰＤ－１０７ ２．９６Ｅ－１３ ＴＢ－１６０ ３．８
０Ｅ－０５

Ｂ１三一 １０ ３．８１Ｅ－１１ ＡＧ－１０８Ｍ ３．０６Ｅ－０６ ＤＹ－１５９ フ
．
３６Ｅ－０８

Ｃ － １４ １．０５Ｅ－０４ ＡＧ－１１０Ｍ ５．６３Ｅ－０５ ＨＯ－１６６Ｍ ６
．１

６Ｅ－０７

Ｓｌ－ ３２ ２．２３Ｅ－２２ ＣＤ－１０９ ４．６５Ｅ－１６ ＴＭ－１７０ １
．
４０Ｅ－１４

Ｓ － ３５ １．０５Ｅ－０４ ＣＤ－１１３Ｍ ２．８４Ｅ－１０ ＴＭ－１７１ ２．８４Ｅ－１１

ＣＬ－ ３６ ２
．
００Ｅ－０６ ＣＤ－１１５Ｍ １

．
１５Ｅ－１０ ＹＢ－１６９ １

．
６１Ｅ－０６

ＡＲ－ ３７ １１４１Ｅ－０７ ｌＮ－１１４Ｍ １．９９Ｅ－１９ ＬＵ－１７７Ｍ １１７１Ｅ－０７

ＡＲ－ ３９ ５，９０Ｅ－０７ ＳＮ－１１９Ｍ １．５０Ｅ－１０ ＨＦ－１７５ ７．４７Ｅ－０７

ＣＡ－ ４１ ２．１６Ｅ－０８ ＳＮ－１２１Ｍ ５．０５Ｅ－１３ ＨＦ－１８１ ２．０６Ｅ－０６

ＣＡ－ ４５ ２．２０Ｅ－０６ ＳＮ－１２３ １．４２Ｅ－０９ ＨＦ－１８２ １．７０Ｅ－２３

ＳＣ－ ４６ ６．１０Ｅ－０６ ＳＮ－１２６ ７．５６Ｅ－１２ ＴＡ－１８２ ４，２９Ｅ－１５

Ｍ Ｎ－ ５４ ４．６６Ｅ－０２ ＳＢ－１２４ ８，７８Ｅ－０５ Ｗ－１８１ １．２４Ｅ－０５

ＦＥ－ ５５ ６．４５Ｅ－０１ ＳＢ－１２５ ２．５９Ｅ－０８ Ｗ－１８５ １．４０Ｅ－０４

ＦＥ－ ５９ １．３４Ｅ－０３ ＴＥ－１２３Ｍ ３．９４Ｅ－１５ Ｗ－１８８ ２
．
８８Ｅ－１６

Ｃ Ｏ－ ５８ ２．１２Ｅ－０２ ＴＥ－１２５Ｍ ６．２８Ｅ－０９ ＰＢ－２０５ １．５９Ｅ－１２

Ｃ Ｏ－ ６０ １．８９Ｅ－０１ ＴＥ－１２７Ｍ ２．７３Ｅ－０９ ＰＢ－２１０ １．１１Ｅ－０８

Ｎ ト ５９ ７．６４Ｅ－０４ ＴＥ－１２９Ｍ ５．５５Ｅ－１０ Ｂｌ－２０８ ５．２５Ｅ－２７

Ｎ１－ ６３ ８．６５Ｅ－０２ １－１２９ ２．３０Ｅ－１３ Ｂｌ－２１０Ｍ ３．４６Ｅ－２７

ＺＮ－ ６５ ９．８７Ｅ－０４ ＣＳ－１３４ １．１２Ｅ－０４ ＰＯ－２１０ １．
０７Ｅ－０８

ＳＥ－ ７５ １．２１Ｅ－０４ ＣＳ－１３５ １．０９Ｅ－１１ ＲＡ－２２６ ４
．
３９Ｅ－０８

ＳＥ－ ７９ ５．１２Ｅ－０８ ＣＳ－１３７ ５
．
５２Ｅ－０７ ＲＡ－２２８ ３

．
５８Ｅ－０３

ＫＲ－ ８１ ５．４３Ｅ－１９ ＢＡ－１３３ １
．
２３Ｅ－０５ ＡＣ－２２７ ２．４４Ｅ－０７

ＫＲ－ ８５ ３
．
９０Ｅ－０８ ＬＡ－１３７ ２．０４Ｅ－０８ ＴＨ－２２８ ３．５２Ｅ－０３

ＳＲ－ ８５ ２．６２Ｅ－０９ ＣＥ－１３９ １．３５Ｅ－０６ ＴＨ－２２９ １．３１Ｅ－１１

ＳＲ－ ８９ ６．７６Ｅ－０８ ＣＥ－１４１ １，５０Ｅ－０５ ＴＨ－２３０ ６．
６７Ｅ－０６

ＳＲ－ ９０ ４．８６Ｅ－０７ ＣＥ－１４４ ６．１３Ｅ－０７ ＰＡ－２３１ ６．７７Ｅ－０７

Ｙ － ９１ １．１７Ｅ－０７ ＰＭ－１４５ ４
．
５６Ｅ－０９ Ｕ －２３２ ８．６７Ｅ－１４

ＺＲ－ ９３ １．３３Ｅ－１０ ＰＭ－１４６ １．２８Ｅ－２１ Ｕ －２３３ ８．８９Ｅ－０９

ＺＲ－ ９５ ５．０４Ｅ－０７ ＰＭ－１４７ ３．８４Ｅ－０７ Ｕ －２３６ ２
．８０Ｅ－１２

ＮＢ－ ９２ １．７５Ｅ－１０ ＰＭ－１４８Ｍ ５．１７Ｅ－１５ ＮＰ－２３５ ３．９５Ｅ－２４

ＮＢ－ ９３Ｍ ６．３１Ｅ－１１ ＳＭ－１４５ ４．６４Ｅ－０９ ＮＰ－２３７ ２．２５Ｅ－１２

ＮＢ－ ９４ ３．６０Ｅ－０６ ＳＭ－１４６ １．０４Ｅ－１５ Ｐ∪一２３６ ５
．
６８Ｅ－２２

ＮＢ－ ９５ １．０２Ｅ－０６ ＳＭ－１５１ ７．９７Ｅ－０７ Ｐｕ－２３７ １．６５Ｅ－２３

Ｍ Ｏ－ ９３ ２．１５Ｅ－０６ Ｅｕ－１５０ １．７４Ｅ－２３ ＰＵ－２３８ ６．９５Ｅ－１８

ＴＣ－ ９８ １．２３Ｅ－２３ Ｅｕ－１５２ １．７７Ｅ－０４ ＰＵ－２３９ ３．２５Ｅ－０８

ＴＣ－ ９９ ９
．
２８Ｅ－０８ Ｅｕ－１５４ ２．１５Ｅ－０５ Ｐｕ－２４０ ２．９７Ｅ－１７

ＲＵ－１０３ ２．７２Ｅ－０８ ＥＵ－１５５ １．０５Ｅ－０６ ＰＵ－２４１ ２．７９Ｅ－２４

ＲＵ－１０６ １．１９Ｅ－０７ ＧＤ－１５３ ７．８１Ｅ－１２ ＡＭ－２４１ ３
．
７４Ｅ－２６

ＲＨ－１０２ ９．９１Ｅ－２２ ＴＢ－１５７ ５．４１Ｅ－０８ 合 計 １．００

（本 評価 値は、
添 付一 ２の元 素組 成に基 づ いて 計 算され た もの である。）

一 １７ 一
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表 一 ２ 運 転 中 の 核 種 組 成

Ｏ． ５ 年 冷 却 （２ ／ ４））

（６ ／ ８）

核 種 炭素鋼 核 種 炭素鋼 核 種 炭素鋼

■ 一 一 一 ． 一

ＢＥ－ １０ １．１０Ｅ－１０ Ｎ－１１４Ｍ ５．０１Ｅ－１６ Ｗ－１８８ ６．９７Ｅ－１１

Ｃ － １４ ２．１５Ｅ－０５ ＳＮ－１１９Ｍ １．４０Ｅ－１１ Ｒ－１９２ ６．３６Ｅ－２２

Ｓｌ－ ３２ １．０２Ｅ－１５ ＳＮ－１２１Ｍ ５．００Ｅ－１４ Ｒ－１９２Ｍ ２
．
０６Ｅ－２６

Ｓ － ３５ ６．２６Ｅ－０５ ＳＮ－１２３ １．７０Ｅ－１０ ＰＴ－１９３ ７
．
８８Ｅ－２８

ＣＬ－ ３６ １．０５Ｅ－０６ ＳＮ－１２６ ７．０９Ｅ－１３ ＨＧ－２０３ ３．９７Ｅ－２９

ＡＲ－ ３７ ９．５９Ｅ－０８ ＳＢ－１２４ ７．
２５Ｅ－０５ ＴＬ－２０４ ９．７６Ｅ－３３

ＡＲ－ ３９ ２．１５Ｅ－０６ ＳＢ－１２５ ２．８４Ｅ－０９ ＰＢ－２０５ １．８０Ｅ－１１

ＡＲ－ ４２ ５
．
７２Ｅ－２１ ＴＥ－１２３Ｍ ２．８フＥ－０８ ＰＢ－２１０ １．５９Ｅ－１６

ＣＡ－ ４１ １
，
４７Ｅ－０８ ＴＥ－１２５Ｍ ７．１０Ｅ－１０ Ｂｌ－２０８ ５．２６Ｅ－１９

ＣＡ－ ４５ １
．
４５Ｅ－０６ ＴＥ－１２７Ｍ ２．６１Ｅ－１０ Ｂｌ－２１０Ｍ ３．４６Ｅ－１９

ＳＣ－ ４６ １．４２Ｅ－０５ ＴＥ－１２９Ｍ ５．３３Ｅ－１１ ＰＯ－２１０ ５．６５Ｅ－１４

Ｍ Ｎ－ ５４ ６．２６Ｅ－０２ 一１２９ ２．１７Ｅ－１４ ＲＡ－２２６ ６．２８Ｅ－１６

１＝Ｅ－ ５５ ８．５８Ｅ－０１ ＸＥ－１２７ １．３２Ｅ－２１ ＲＡ－２２８ ６，７１Ｅ－１１

１＝１三一 ５９ １．８０Ｅ－０３ ＣＳ－１３４ ６．８９Ｅ－０５ ＡＣ－２２７ ４，２０Ｅ－１２

ＣＯ－ ５８ １
．
３０Ｅ－０３ ＣＳ－１３５ １．１２Ｅ－１２ ＴＨ－２２８ ７．６６Ｅ－１１

ＣＯ－ ６０ ６．９５Ｅ－０２ ＣＳ－１３７ ５．２５Ｅ－０８ ＴＨ－２２９ ２．０７Ｅ－１２

Ｎ１－ ５９ ４．７０Ｅ－０５ ＢＡ－１３３ ６．２０Ｅ－０６ ＴＨ－２３０ ９．５１Ｅ－１４

Ｎｌ－ ６３ ５．３６Ｅ－０３ ＬＡ－１３７ ５．０６Ｅ－１１ ＰＡ－２３１ １．１５Ｅ－１１

ＺＮ－ ６５ ２．００Ｅ－０４ ＣＥ－１３９ ３．３５Ｅ－０９ Ｕ －２３２ １．２３Ｅ－１１

ＳＥ－ ７５ ２，２３１三一０６ ＣＥ－１４１ ３．９４Ｅ－０８ ｕ －２３３ １．４２Ｅ－０９

ＳＥ－ ７９ ９，４５Ｅ－１０ ＣＥ－１４４ ５
．
８３Ｅ－０８ Ｕ －２３６ ２．５８Ｅ－１３

ＫＲ－ ８１ １
．
８０Ｅ－１２ Ｐ Ｍ－１４５ ７．１６Ｅ－１０ ＮＰ－２３５ ３．２０Ｅ－１８

ＫＲ－ ８５ ３．６９Ｅ－０９ Ｐ Ｍ－１４６ １．０７Ｅ－１５ ＮＰ－２３７ ２．０６Ｅ－１３

ＳＲ－ ８５ １．８１Ｅ－０９ Ｐ Ｍ－１４７ ３．６１Ｅ－０８ ＰＵ－２３６ ４．６２Ｅ－１６

ＳＲ－ ８９ ７．１１Ｅ－０９ Ｐ Ｍ－１４８Ｍ ５．８
７Ｅ－１３ ＰＵ－２３７ １

．３
８Ｅ－１７

ＳＲ－ ９０ ４．６０Ｅ－０８ Ｓ Ｍ－１４５ ７．２８Ｅ－１０ ＰＵ－２３８ ５．６３Ｅ－１２

Ｙ － ９１ １．１６Ｅ－０８ Ｓ Ｍ－１４６ １．６４Ｅ－１６ ＰＵ－２３９ ２．９７Ｅ－０９

ＺＲ－ ｇ３ １．３１Ｅ－１０ Ｓ Ｍ－１５１ １．７３Ｅ－０７ ＰＵ－２４０ ２．４１Ｅ－１１

ＺＲ－ ９５ ４．５４Ｅ－０７ Ｅｕ－１５０ １．４０Ｅ－１７ ＰＵ－２４１ ２．０１Ｅ－１１

ＮＢ－ ９２ ３．６１Ｅ－１０ Ｅｕ－１５２ ２．４０Ｅ－０４ ＰＵ－２４２ ６．７８Ｅ－１９

ＮＢ－ ９３Ｍ ６．２１Ｅ－１１ Ｅｕ－１５４ ３．０６Ｅ－０５ ＰＵ－２４４ ４
．２

４Ｅ－３１

ＮＢ－ ９４ ３
．
９７Ｅ－０７ Ｅｕ－１５５ ２．６８Ｅ－０７ ＡＭ－２４１ ２．７７Ｅ－１３

ＮＢ－ ９５ ９．５５Ｅ－０７ ＧＤ－１５３ ９．４３Ｅ－０７ ＡＭ－２４２Ｍ １．４８Ｅ－１６

Ｍ Ｏ－ ９３ ４．８９Ｅ－０６ ＴＢ－１６０ ３．３５Ｅ－０５ ＡＭ－２４３ １
．
７３Ｅ－２０

ＴＣ－ ９８ ２．４６Ｅ－１６ Ｈ Ｏ－１６６Ｍ ４．５４Ｅ－０７ Ｃ Ｍ－２４１ ９．１１Ｅ－２６

ＴＣ－ ９９ ２．１０Ｅ－０７ ＴＭ－１７０ ５．２８Ｅ－０８ Ｃ Ｍ－２４２ １．６６Ｅ－１４

ＲＵ－１０３ ２．６３Ｅ－０９ ＴＭ－１７１ １．５５Ｅ－１１ Ｃ Ｍ－２４３ ４．２６Ｅ－２０

ＲＵ－１０６ １．１９Ｅ－０８ Ｙ８－１６９ ６．８８Ｅ－０７ Ｃ Ｍ－２４４ ３．７５Ｅ－２１

ＲＨ－１０２ ８．３１Ｅ－１６ Ｌｕ－１７７Ｍ ３．９７Ｅ－０８ Ｃ Ｍ－２４５ １．２５Ｅ－２７

ＰＤ－１０７ ３．１７Ｅ－１４ ＨＦ－１７５ ７．２
１Ｅ－０８ Ｃ Ｍ－２４６ ６

．
２８Ｅ－３１

ＡＧ－１０８Ｍ ２
．
８３Ｅ－０６ ＨＦ－１８１ ２．００Ｅ－０７ Ｃ Ｍ－２４７ ２．９７Ｅ－３９

一 ■ 一 一

ＣＤ－１０９ ３．８０Ｅ－０９ ＴＡ－１８２ ２
．
１０Ｅ－０５ 合 計 １．００

ＣＤ－１１３Ｍ ２．６５Ｅ－１１ Ｗ－１８１ ３．４０Ｅ－０７

（本 評価 値は、 添付 一２ の元 素組 成に 基づ いて 計算 された も ので ある。）

一 １８一



（Ｐ Ｗ Ｒ

表 一 ２ 運 転中 の 核 種 組 成

Ｏ． ５ 年 冷 却 （３ ／ ４））

（７ ／ ８）

核 種 ］ンクリート 核 種 コンク１トト 核 種 ］ンク１トト

■ ． 一 一 一 ■

ＢＥ－ １０ ３．７１Ｅ－０８ ＣＤ－１１３Ｍ ６．１７Ｅ－１０ ＹＢ－１６９ １
．
１２Ｅ－０５

Ｃ － １４ ２．２２Ｅ－０４ ＣＤ－１１５Ｍ ４．８０Ｅ－０８ ＬＵ－１７フＭ ２．８２Ｅ－０７

Ｓ１－ ３２ １．７２Ｅ－１８ ｌＮ－１１４Ｍ １．９７Ｅ－０６ ＨＦ－１７５ ４．３０Ｅ－０６

Ｓ － ３５ ７．０５Ｅ－０４ ＳＮ－１１３ １．２
１Ｅ－０６ ＨＦ－１８１ １．１９Ｅ－０５

ＣＬ－ ３６ １
．
３１Ｅ－０５ ＳＮ－１１９Ｍ １．８０Ｅ－０５ ＨＦ－１８２ １．６０Ｅ－２０

ＡＲ－ ３７ ２
．
１４Ｅ－０３ ＳＮ－１２１ Ｍ ２

．
７７Ｅ－０８ ＴＡ－１８２ ７．３８Ｅ－０４

ＡＲ－ ３９ ８
．
８２Ｅ－０３ ＳＮ－１２３ ５

．
４４Ｅ－０７ Ｗ－１８１ ３．３１Ｅ－０７

ＡＲ－ ４２ ２．３５Ｅ－２１ ＳＮ－１２６ １．６９Ｅ－１１ Ｗ－１８５ ３．７１Ｅ－０６

ＣＡ－ ４１ ３．２８Ｅ－０４ ＳＢ－１２４ ４．０６Ｅ－０５ Ｗ－１８８ １．２６Ｅ－１５

ＣＡ－ ４５ ３．２２Ｅ－０２ Ｓ８－１２５ １．５３Ｅ－０５ ０Ｓ－１９４ ６１３９Ｅ－２７

ＳＣ－ ４６ ４．９７Ｅ－０３ ＴＥ－１２１Ｍ １．６８Ｅ－０６ Ｒ－１９２ ２，３５Ｅ－０６

Ｍ Ｎ－ ５４ １．８３Ｅ－０２ ＴＥ－１２３Ｍ １
．０

２Ｅ－０３ Ｒ－１９２Ｍ ４．３９Ｅ－１０

１＝Ｅ－ ５５ ２
．
５１Ｅ－０１ ＴＥ－１２５Ｍ ６．７４Ｅ－０６ ＰＴ－１９３ ４，１４１…一０５

ＦＥ－ ５９ ５．２７Ｅ－０４ Ｔｌ≡一１２７Ｍ ３．４７Ｅ－０４ Ｈ Ｇ－２０３ １．９４Ｅ－０７

Ｃ Ｏ－ ５８ １．９９Ｅ－０４ ＴＥ－１２９Ｍ ３．８４Ｅ－０６ ＴＬ－２０４ １．４０Ｅ－０５

Ｃ Ｏ－ ６０ ５１１９Ｅ－０２ １－１２９ ６．９０Ｅ－０９ ＰＢ－２０５ ２，３
２Ｅ－１２

Ｎ１－ ５９ ７．１８Ｅ－０６ ＸＥ－１２７ ７．２３Ｅ－１７ Ｐ Ｂ－２１０ １．４４Ｅ－１０

Ｎｌ－ ６３ ８．２６Ｅ－０４ ＣＳ－１３４ ３．３１Ｅ－０３ Ｂ ト２０８ ８．９７Ｅ－１３

ＺＮ－ ６５ １
．０

４Ｅ－０４ ＣＳ－１３５ ２．６３Ｅ－１１ Ｂｌ－２１０Ｍ ５．９０Ｅ－１３

ＳＥ－ ７５ ５
．
４４Ｅ－０５ ＣＳ－１３７ １１３４Ｅ－０６ ＰＯ－２１０ ４．８２Ｅ－０８

ＳＥ－ ７９ ２．３１Ｅ－０８ ＢＡ－１３３ ３．４３Ｅ－０５ ＲＡ－２２６ ５．６９Ｅ－１０

ＫＲ－ ８１ ８．３７Ｅ－１７ ＬＡ－１３７ ８．６３Ｅ－０９ ＲＡ－２２８ ２．９４Ｅ－０４

ＫＲ－ ８５ ９，５０１三一０８ ＣＥ－１３９ ５．７２Ｅ－０７ ＡＣ－２２７ ３．５０Ｅ－０９

ＳＲ－ ８５ １．５５Ｅ－０５ ＣＥ－１４１ ６．４１Ｅ－０６ ＴＨ－２２８ ２．８９Ｅ－０４

ＳＲ－ ８９ ５．８１Ｅ－０６ ＣＥ－１４４ １．４９Ｅ－０６ ＴＨ－２２９ １．７６Ｅ－１０

ＳＲ－ ９０ １．１９Ｅ－０６ ＰＭ－１４５ ８．５３Ｅ－０７ ＴＨ－２３０ ８．６５Ｅ－０８

Ｙ － ９１ ３．１５Ｅ－０７ ＰＭ－１４６ ５．０
７Ｅ－１９ ＰＡ－２３１ ９．７１Ｅ－０９

ＺＲ－ ９３ ３，４８Ｅ－０９ ＰＭ－１４７ １
．
０７Ｅ－０４ Ｕ －２３２ ２．０３Ｅ－１３

ＺＲ－ ９５ １，３１Ｅ－０５ ＰＭ－１４８Ｍ ４
．
５１Ｅ－１４ ｕ －２３３ １．２０Ｅ－０７

ＮＢ－ ９２ ６，７２８≡一１２ ＳＭ－１４５ ８１６９Ｅ－０７ Ｕ －２３６ ５．９５Ｅ－１２

ＮＢ－ ９３Ｍ １
．６

５Ｅ－０９ ＳＭ－１４６ １．９６Ｅ－１３ ＮＰ－２３５ １１３７Ｅ－２１

ＮＢ－ ９４ ９．６８Ｅ－０７ ＳＭ－１５１ １．６７Ｅ－０４ ＮＰ－２３７ ４．７８Ｅ－１２

ＮＢ－ ９５ ２１５９Ｅ－０５ ＥＵ－１５０ ６．７２Ｅ－２１ ＰＵ－２３６ １．９８Ｅ－１９

Ｍ Ｏ－ ９３ ３．４９Ｅ－０８ ＥＵ－１５２ ３．３９Ｅ－０２ ＰＵ－２３７ ５．９２Ｅ－２１

ＴＣ－ ９８ ３
．
８１Ｅ－２３ Ｅｕ－１５４ ４．１１Ｅ－０３ ＰＵ－２３８ ２．４２Ｅ－１５

ＴＣ－ ９９ １．７６Ｅ－０９ １三ｕ－１５５ １．９５Ｅ－０４ ＰＵ－２３９ ６
．
８９Ｅ－０８

ＲＵ－１０３ ６．４６Ｅ－０８ Ｇ Ｄ－１５３ １．４５Ｅ－０４ ＰＵ－２４０ １．０３Ｅ－１４

ＲＵ－１０６ ２．６９Ｅ－０７ ＴＢ－１５７ ８．８９Ｅ－０７ ＰＵ－２４１ １１６０Ｅ－１９

ＲＨ－１０２ ４．２２Ｅ－１９ ＴＢ－１６０ １．７５Ｅ－０４ ＰＵ－２４２ ７．８０Ｅ－３２

ＰＤ－１０７ ９，５１Ｅ－１２ ＤＹ－１５９ １．２１Ｅ－０６ Ａ Ｍ－２４１ ２１２１Ｅ－２１

一 一 ■ 一
合 計 １．００

ＡＧ－１１０Ｍ ２．５０Ｅ－０５ ＴＭ－１７０ １．０７Ｅ－０３

（本 評価 値は、添 付一 ２の 元素組 成に 基づ いて 計算 され たも の である。）

一 １９ 一



（Ｐ Ｗ Ｒ

表 一 ２ 運 転 中の 核 種 組 成 （８ ／ ８）

Ｏ． ５ 年 冷 却 （４ ／ ４））

核種 汚染物 核種 汚染物

Ｈ－３ ２．１５Ｅ－０４ ＣＳ－１３７ ３
．
３５Ｅ－０５

ＢＥ－１０ ６．０４Ｅ－１２ ＢＡ－１３３ ０．００Ｅ＋００

Ｃ－１４ １．６３Ｅ－０３ ＬＡ－１３７ ２．８４Ｅ－０９

Ｓ－３５ １
．
４７Ｅ－１９ ＣＥ－１４４ １

．
５９Ｅ－０５

ＣＬ－３６ ６．６５Ｅ－２２ Ｐ Ｍ－１４７ ８．３１Ｅ－０６

ＣＡ－４１ １．４４Ｅ－１１ ＳＭ－１５１ １．７７Ｅ－０７

Ｍ Ｎ－５４ ５．３９Ｅ－０３ ＥＵ－１５２ ２．２９Ｅ－０９

ＦＥ－５５ ５．３６Ｅ－０１ Ｅｕ－１５４ ２．０２Ｅ－０６

ＦＥ－５９ ２１１６Ｅ－０４ Ｈ Ｏ－１６６Ｍ １．８８Ｅ－１２

ＣＯ－５８ ２，９３Ｅ－０２ ＬＵ－１７６ ０．００Ｅ＋００

ＣＯ－６０ ２
．
０９Ｅ－０１ Ｒ－１９２Ｍ２ ７１

１３Ｅ－１６

Ｎ１－５９ １．８６Ｅ－０３ ＰＴ－１９３ １，０５Ｅ－１５

Ｎｌ－６３ ２．１６Ｅ－０１ ｕ－２３４ ８
．
１４Ｅ－１０

ＺＮ－６５ ２
．
０１Ｅ－０９ ｕ－２３５ １

．７１Ｅ－１１

ＳＥ－７９ ６．３２Ｅ－１０ Ｕ－２３６ １．６７Ｅ－１０

ＳＲ－９０ ２
．
３５Ｅ－０５ Ｕ－２３８ ２．０５Ｅ－１０

ＺＲ－９３ ４．９７Ｅ－０６ ＮＰ－２３７ １．９０Ｅ－１０

ＮＢ－９４ １．
９０Ｅ－０４ Ｐｕ－２３８ １．３２Ｅ－０６

Ｍ Ｏ－９３ ４．５４Ｅ－０６ ＰＵ－２３９ １．７９Ｅ－０７

ＴＣ－９９ ２．７０Ｅ－０８ Ｐｕ－２４０ ２．２２Ｅ－０７

Ｒ∪一１０６ ９．７１Ｅ－０６ ＰＵ－２４１ ３．
４９Ｅ－０５

ＡＧ－１０８Ｍ １．９３Ｅ－１４ ＰＵ－２４２ １．１２Ｅ－０９

ＣＤ－１１３Ｍ １．６８Ｅ－０８ ＡＭ－２４１ ５．４３Ｅ－０８

ＳＮ－１２６ １．１４Ｅ－０９ ＡＭ－２４２Ｍ ３．３７Ｅ－０９

ＳＢ－１２５ ７．
９５Ｅ－０７ ＡＭ－２４３ １．３２Ｅ－０８

ＴＥ－１２５Ｍ １．７０Ｅ－０７ Ｃ Ｍ－２４２ ２．２９Ｅ－０７

一１２９ １．４１Ｅ－１１ Ｃ Ｍ－２４４ １．１３Ｅ－０６

ＣＳ－１３４ ４．９７Ｅ－０６ 合 計 １．００

注） 計 算可 能な核 種 を対象 と した。

（本 評価値 は、 添付 一２ の元素 組成 に 基づ いて 計算 され たも ので ある。）
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表 一 ３

６ 年 冷 却）

安全貯蔵中の核種組成

青染 物核種

Ｈ－３

ス ン レ ス

８
．
０４Ｅ－０４ ３ ５５Ｅ－０３

コン ー一

８
．
６６Ｅ－Ｏ１ １．７６Ｅ－０３

Ｂｅ－１０ １ ３７Ｅ－１１ ２ ３９Ｅ－１１ ４．０３Ｅ－１０ １
．４８Ｅ－０５

Ｃ－１４ ２ １３Ｅ一一０３ ５ １０Ｅ－０５ ３．８２Ｅ－０４ ２．４６Ｅ－０３

Ｓ－３５ ５ ０２Ｅ－１２ ５ ２２Ｅ－１２ ７
．
０２Ｅ－１１ ２

．
９２Ｅ－１１

Ｃｌ－３６ １ ４７Ｅ－０６ ４ ０２Ｅ－０７ ７
．
２６Ｅ－０６ １．２６Ｅ－０６

Ｃａ－４１ ５ ０１Ｅ－０８ １ ４１Ｅ－１０ １．５５Ｅ－０３ ２．４６Ｅ－０４

”ｎ－５４ １ ３３Ｅ－０４ ３ ８３Ｅ－０４ ５．９２Ｅ一一０６ ７．９２Ｅ－０４

Ｆｅ－５５ ２ ９９Ｅイ１ ８ ５８Ｅ－０１ ６．１６Ｅ一一０２ ７．８５Ｅ－０１

Ｆｅ－５９ １ ５０Ｅ－１６ ４ ３０Ｅ－１６ １
．
３９Ｅ－１７ ２

．
２１Ｅ－１６

Ｃｏ－５８ ２ ２０Ｅ－１１ ５ ６１Ｅ－１３ ３．３４Ｅ－１５ ８．３フＥ－１１

Ｃｏ－６０ ４．８８Ｅ－０１ １ ３３Ｅ¶１ １．９０ ト０２ １
．３１Ｅ－０１

Ｎｉ－５９

Ｎｉ－６３

１．６８Ｅ－０３

２
．
０７Ｅ ¶１

４ ２９Ｅ－０５

５ ３６Ｅ－０３

１
．
２０Ｅ－０６

１．４８Ｅ－０４

４
．
１５Ｅ－０４

５．８５Ｅ－０２

Ｚｎ－６５ ９． ６７Ｅ一一０６ ６ ５６Ｅ－０７ １．１７Ｅ－０５ １
． ９１Ｅ一一０２

Ｓ －７９ ７．７６Ｅ－０８ ４．３０Ｅ－１０ ３
．
２１Ｅ－１０ ７

．
７３Ｅ－０９

Ｓｒ－９０ １．５７Ｅ－０６ ５
．
７５Ｅ－０８ ２．０１Ｅ－０６ ２．２４Ｅ－０４

Ｚｒ－９３ ３
．

０５Ｅ－１０ １
．
３５Ｅ－０９ ２．６６Ｅ一一０９ ６．８９Ｅ－０９

帖一９４ ３．４９Ｅ－０４ １．２０Ｅ－０ ７．
２１Ｅ一一０７ ２

．
９５Ｅ ５

”ｏ－９３ １．３４Ｅ 刈５ ３．３１Ｅ－０６ ７
．
３３Ｅ－０９ ２．１８Ｅ イ６

Ｔｃ－９９ ３．
１８Ｅ－０７ ７

．
８６Ｅ－０８ ６．６２Ｅ－１０ ９．８４Ｅ一一０８

Ｒ －１０６ ７
．

５７Ｅ－０９ ２．６２Ｅ－１０ ６．７６Ｅ一一０９ １．６６Ｅ－０５

＾ 一１０８而 ４．９２Ｅ－０６ ９．４３Ｅ－０６ ２
．
１０Ｅ－０６ ３

．
３８Ｅ－０６

Ｃｄ－１１３ｍ Ｏ
．

ＯＯＥ＋００ Ｏ
．
００Ｅ＋００ ０．ＯＯＥ＋００ ０．ＯＯＥ＋ＯＯ

Ｓ １２６ Ｏ
．

００Ｅ＋００ ０．ＯＯＥ＋００ ０．ＯＯＥ＋００ ２
．
３９Ｅ－０９

Ｓ卜１２５ ２，５２Ｅ－０８ ２
．
５０Ｅ－０８ ２

．
５１Ｅ－０６ ７．６５Ｅ－０６

Ｔｅ－１２５ｍ ６
．
１６Ｅ－０９ ６．０９Ｅ¶ ９ ６．１２Ｅ－０７ ３．１９Ｅ－１７

１－１２９ ６．６７Ｅ－１３ ２．１５Ｅ－１４ ７．３２Ｅ－０９ ９
．
１３Ｅイ９

Ｃｓ－１３４ ６．
５１ ト０５ ４

．
１６Ｅ－０６ １．２３Ｅ－０３ １．７３Ｅ－０５

Ｃｓ－１３７ １
．
７２Ｅ－０６ ６．１５Ｅ－０８ ２．１６Ｅ－０６ ３．

ＯＯＥ－０４

Ｂ －１３３ ４．１５Ｅ一一０５ ３．１８Ｅ一一０９ １
．

２８Ｅ ４ ４
．

６４Ｅ ６

Ｌａ－１３７ ５
．
１９Ｅ－０８ ５

．
３６Ｅ－１２ ９． ９８Ｅ－０９ ４．２９Ｅ一一０９

Ｃ －１４４ １
．
５０Ｅ－０８ ７．６１Ｅ－１０ １．８１ ト０８ １

．
３１Ｅ－０５

Ｐ １４７ ２．８６Ｅ－０７ １．３２Ｅ－０８ ６
．

９３Ｅ－０５ １
．
５２Ｅ ４

Ｓ １５１ ４．５６Ｅ－０６ １
．
７３Ｅ－０６ ２．８１Ｅ－０４ ３．５５Ｅ－０６

Ｅ －１５２ ２
．
２９Ｅ－０４ ２．１９Ｅ－０４ ４．６３Ｅ－０２ ８

．
１７Ｅ－０５

Ｅ －１５４ ４，０４Ｅ－０５ ３．６９Ｅ一一０５ ３
．

４Ｅ ３ ２．０４Ｅ－０５

トｌｏ－１６６ｍ １
．
４４Ｅ－０６ ２

．
７３Ｅ－０８ １．７７Ｅ－０６ １．４８Ｅ－０７

Ｌｕ－１７６ ２
．
６０Ｅ－１２ １．２５Ｅ－１２ ８．３１Ｅ－１０ ５

．
８３Ｅ－１３

１ １９２ １．０６Ｅ－１７ Ｏ． ＯＥ＋００ １
．

９６Ｅ－０６ ２．２０Ｅ－１０

Ｐｔ－１９３ １
．
５８Ｅ－２４ ０

．
ＯＯＥ＋００ １．１２Ｅ－０５ １

．８６Ｅ－１２

Ｒａ－２２３ ０
．
ＯＯＥ＋００ Ｏ．ＯＯＥ＋００ ０

．
００Ｅ＋００ Ｏ

．
００Ｅ＋００

Ａｃ ２２７ １．７０Ｅ－１３ ７．
８５Ｅ－１４ １．６２Ｅ－１２ ２．５５Ｅ－１４

Ｐａ－２３１ ２
．
０６Ｅ－１ ７．０８Ｅ－１２ １．９８Ｅ－１０ ６

．
６８Ｅ－１３

ｕ－２３４ １
．
３１Ｅ一一０９ ３．４３Ｅ－１ ５．０５Ｅ－０７ １

．
２６Ｅ－０７

ｕ ２３５ ５．７７Ｅ－１ １．１１Ｅ－１２ ２
．
３４Ｅ－０８ ４

．
２９Ｅ－１０

ｕ ２３６ ９
．
９９Ｅ－１２ １

．
９１Ｅ－１３ １．３５Ｅ－１ ９．８４Ｅ－１０

ｕ－２３８ １．３０Ｅ－０９ ２．４８Ｅ－１ ５．０８Ｅ－０７ １． ３３Ｅ－０８

Ｎ ２３７ １
．
９６Ｅ－１２ ３．７６Ｅ－１４ ２，６２Ｅ－１２ ３

．
５８Ｅ－１０

Ｐ －２３８ ３．２０Ｅ－１０ ６．１３Ｅ－１２ １．４１Ｅ－１２ １．１６Ｅ－０６

Ｐ －２３９ ５
．
０１Ｅ－０８ ９

．
６０Ｅ－１０ ７．２０Ｅ－０８ ３

．
３７Ｅ－０６

Ｐ －２４０ ３．７６Ｅ一一０９ ７．
２１Ｅ－１ １

．
４Ｅ－１ ３．０９Ｅ ６

Ｐ －２４１ ４
．

０６Ｅ－１３ ７．７７Ｅ－１５ ６．５４Ｅ－１８ ２
．
１３Ｅ－０４

Ｐ －２４２ ７．９９Ｅ－１５ １．５３ ト１６ ９
．
４６Ｅ－２６ １．４８Ｅ－０９

Ａ ２４１ ６．
４９Ｅ－１０ １．２４Ｅ－１ ９．３３Ｅ－１５ ７．

７８Ｅ－０７

＾ ２４２ １．１８Ｅ－１４ ２
．
２６Ｅ－１６ Ｏ

．
００Ｅ＋００ ３．５１Ｅ－０８

Ａ ２４３ ９
．
１２Ｅ－１６ １

．
７２Ｅ－１７ ０．００Ｅ＋００ ３．０９Ｅ－０９

αｎ－２４２ ９．５５Ｅ－１０ １．８４Ｅ－１ ９
．
３３Ｅ－２ ３

．
７Ｅ 刈９

叶 ２４４ ７．
１２Ｅ－１６ ６

．
８２Ｅ－２ ０．ＯＯＥ＋００ ６

．
２２Ｅ－０８

ム ｉ １．ＯＯＥ＋ＯＯ １．００Ｅ＋００ １
．００Ｅ＋００ １．００Ｅ＋００

注） 放 射 化 コ ンク リ ー ト は一 次 遮 へ い Ｏ ～ ３ １ ｃ ｍ の 核 種 組 成

放 射 化 ス テ ン レ ス は 圧カ 容 器 断 熱 材 の 核 種 組 成

放 射 化 炭 素 鋼 は 圧 カ 容 器の 核種 組 成

汚 染 物 は 一 次 冷 却 ガ ス 系 統 の汚 染 物 の 核 種 組 成

（本評価 値 は、 添 付一 ２の元 素組 成に 基づ いて 計算 され たも ので ある。）
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十
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低 エ ネ ル ギ ー 中 性 子 に よ る 反 応 ： Ｎｉ５８（ｎ，ｐ）Ｃｏ５８

Ｃｏ５９（ｎ，γ）Ｃｏ６０

Ｃｒ５０（ｎ，γ）Ｃｒ５１

高 エ ネ ル ギ ー 中 性 子 に よ る 反 応 ： Ｆｅ５８（ｎ，ツ）Ｆｅ５９

十
÷

←

÷

（実 線 は 解 析 値）

十

×

◎

争

Ｎｉ５８（ｎ，Ｐ）Ｃｏ５８

Ｃｏ５９（ｎ，γ）Ｃｏ６０

Ｃｒ５０（ｎ，γ）Ｃｒ５１

Ｆｅ５８（ｎ，γ）Ｆｅ５９
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炉 心 からの 高さ

一１５０．ＯＯ ・３０
．
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西川 元 之他、
「ＰＷ Ｒ プラン トの 原子炉 容器周 辺 の 中性子 束 分布 の測 定 と解析

日 本 原 子 力 学 会、 昭 和 ６ ２ 年 秋 の 大 会 予 稿 集、 Ａ ４ ３

出典
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（３）ＧＣＲ

Ｃｏ－５９（ｎ， ア ）Ｃｏ－６０

３ １

３ ０

２ ９

２ ８

照
２ ７

射
２ ６

位
２ ５

旦
２ ４

（ＧＬ ｍ）
２３

２ ２

２ １

２ ０

１ ９

∴∴
係数署

１塵彊

，

’

そ の他 の核反 応 の比 較

（ＧＬ＋ ２ ６ ｍ 付 近）

反 応

くコ炉 中 心

戸・一・・１ い 〕・１－１・ １

・・一 舳 １〕㈱ １

＾ｕ－１９７（ｎ． τ ）＾］．１９８

計 算／ 実 副

１
．

８ ７

１
．

９ ０

１
．

５ ２

１ １ ◎

反応 率 （相 対値）

放射化反応率と放射化量の計算値と実測値の比較例 （ＧＣＲ）

一２４一



添 付 一 ２ 構成材料中の元素組成

（１）ＢＷＲ （重量％）

ス ’ ン レ ス コ ン ｉ 一

Ｈ ６．ｌＯＥ・Ｏ１ ＊ ！

Ｌｌ １
．
３０Ｅ－０５ ＊ １ ３．ＯＯＥ・Ｏｏ ＊ １ ２．ＯＯＥ－０３ ＊ １

Ｂｅ

Ｂ ２
．
ＯＯＥ－０３ ＊ １

Ｃ ８．００Ｅ－０２ ＊ ２ ２．５０Ｅ－Ｏ１ ＊ ２

Ｎ ４．５２Ｅ－０２ ＊ １ ８ ４０Ｅ－０３ ＊ １ １．２０Ｅ－０２ ＊ １

Ｏ ４．３７Ｅ＋Ｏ１ ＊ ２

Ｆ ６
．
２５Ｅ－０２ ＊ ３

Ｎ目 ９．７０Ｅ－０４ ＊ １ ２．３０Ｅ－０３ ＊ １ ７．３９Ｅ－Ｏ１ ＊ １

Ｍ

Ａｌ １ ＯＯＥ－０２ ＊ １ ３．３０Ｅ－０２ ＊ １ ３．１ＯＥ＋ＯＯ ＊ １

Ｓｉ ｌ ＯＯＥ－ＯＯ ＊ ２ ４．ＯＯＥ－０２ ＊ ２ １．６８Ｅ＋Ｏｌ ＊ ！

Ｐ ５ ００Ｅ－０４ ＊ ２ ３．５０Ｅ－０２ ＊ ２ ５．００Ｅ－Ｏｌ ＊ １

Ｓ ３ ００Ｅ－０２ ＊ ２ ４
．
００Ｅ－０２ ＊ ２ ３．ｌＯＥ・Ｏ１ ＊ １

Ｃｌ ７ ００Ｅ－０３ ＊ １ ４
．
００Ｅ－０３ ＊ １ ４．５

０Ｅ－０３ ＊ １

Ｋ ３ ００Ｅ－０４ ＊ １ １
．
２０Ｅ－０３ ＊ １ ７

．
５０Ｅ－Ｏ１ ＊ １

Ｃａ １ ９０Ｅ・０３ ＊ １ １．４０Ｅ・０３ ＊ １ １
．
８３Ｅ＋Ｏ１ ＊ １

Ｓｃ ３．ＯＯＥ－０６ ＊ ！ ２．６０Ｅ－Ｏｏ ＊ １ ６
．
５０Ｅ－０４ ＊ １

Ｔｉ ６．ＯＯＥ－０２ ＊ ！ ２．００Ｅ－０４ ＊ １ ２，１２Ｅ－ＯＩ ＊ １

Ｖ ４．５
６Ｅ－０２ ＊ １ ８．ＯＯＥ－０３ ＊ １ １．０３Ｅ・０２ ＊ １

Ｃ正 １．８４Ｅ＋Ｏ１ ＊ １ １．７０Ｅ・Ｏｌ ＊ １ １．０９Ｅ・０２ ＊ １

Ｍｎ １
．
５３Ｅ＋ＯＯ ＊ １ １．０２Ｅ＋ＯＯ ＊ １ ３．７７Ｅ－０２ ＊ １

Ｆｏ ７
．
０６Ｅ＋Ｏ１ ＊ １ ９

．８０Ｅ＋Ｏｌ ＊ １ ３．９０Ｅ＋ＯＯ ＊ １

Ｃｏ １
．
４１Ｅ・Ｏｌ ＊ １ １

．
２２Ｅ－０２ ＊ １ ９

．
８０Ｅ－０４ ＊ １

Ｎｉ １．ＯＯＥ＋０１ ＊ １ ６．６０Ｅ－Ｏ１ ＊ １ ３ ８０Ｅ－０３ ＊ １

Ｃｕ ３．０８Ｅ－０１ ＊ １ １．２７Ｅ－Ｏ１ ＊ ！ ２ ５０Ｅ－０３ ＊ １

Ｚｎ ４．５７Ｅ－０２ ＊ １ １．ＯＯＥ・０２ ＊ １ ７ ５０Ｅ－０３ ＊ １

Ｇａ １
．
２９Ｅ－０２ ＊ １ ８．ＯＯＥ・０３ ＊ １ ８ ８０Ｅ－０４ ＊ １

Ｇｅ １５０Ｅ・０４ ＊ １

Ａ畠 １９４Ｅ－０２ ＊ １ ５ ３２Ｅ－０２ ＊ １ ７ ９０Ｅ－０４ ＊ １

Ｓｅ ３ ５０Ｅ－０３ ＊ １ ７ ００Ｅ－０５ ＊ １ ９ ２０Ｅ－０５ ＊ １

Ｂｒ ２ ００Ｅ－０４ ＊ １ ８ ５０Ｅ－０５ ＊ １ ２ ４０Ｅ－０４ ＊ １

Ｒｂ １ＯＯＥ・０３ ＊ １ ４８０Ｅ－０３ ＊ １ ３５０Ｅ－０３ ＊ １

Ｓｒ ２ ００Ｅ－０５ ＊ １ １ ５０Ｅ－０５ ＊ １ ４ ３８Ｅ－０２ ＊ １

Ｙ ５ ００Ｅ－０４ ＊ １ ２ ００Ｅ－０３ ＊ １ １ ８２Ｅ－０３ ＊ １

Ｚｒ １．ＯＯＥ・０３ ＊ １ １ ＯＯＥ・０３ ＊ １ ７ １０Ｅ－０３ ＊ １

Ｎｂ ８
．
９０Ｅ－０３ ＊ １ １８８Ｅ－０３ ＊ １ ４３０Ｅ－０４ ＊ １

Ｍｏ ２
．６

０Ｅ－Ｏ１ ＊ １ ５ ６０Ｅ－Ｏ１ ＊ １ １ ０３Ｅ－０３ ＊ １

Ｐｄ ３ ００Ｅ－０４ ＊ １

Ａ ２．ＯＯＥ－０４ ＊ ！ ２
．
００Ｅ－０４ ＊ １ ２ ００Ｅ－０５ ＊ １

Ｃｄ ３ ００Ｅ－０５ ＊ １

Ｓｎ ７ ００Ｅ－０４ ＊ １

Ｓｂ １．２３Ｅ－０３ ＊ １ １．１０Ｅ－０３ ＊ １ １８０Ｅ－０４ ＊ １

１ ５００Ｅ－０５ ＊ ３

Ｃｓ ３ ００Ｅ－０５ ＊ １ ２
．
ＯＯＥ－０５ ＊ １ １３０Ｅ－０４ ＊ １

Ｂａ ５ ００Ｅ・０２ ＊ １ ２
．
７３Ｅ－０２ ＊ １ ９ ５０Ｅ－０２ ＊ １

Ｌａ ２ ００Ｅ－０５ ＊ １ １
．
００Ｅ－０５ ＊ １ １３０Ｅ－０３ ＊ １

Ｃｅ ３ ７１Ｅ－０２ ＊ １ １．ＯＯＥ・０４ ＊ １ ２ ４３Ｅ－０３ ＊ １

Ｐｒ ８２０Ｅ－０４ ＊ ３

Ｎｄ ２８０Ｅ－０３ ＊ ３

Ｓｍ １．ＯＯＥ－０５ ＊ １ １．７０厄・０６ ＊ １ ２ ００Ｅ－０４ ＊ １

Ｅｕ ２
．
ＯＯＥ－０６ ＊ １ ３．１ＯＥ－０６ ＊ １ ５ ５０Ｅ－０５ ＊ １

Ｇｄ ５４０Ｅ－０４ ＊ ３

Ｔｂ ４ ７０Ｅ－０５ ＊ １ ４．５０Ｅ－０５ ＊ １ ４ １０Ｅ－０５ ＊ １

Ｄ ｌ ＯＯＥ・０４ ＊ １ ２ ３０Ｅ－０４ ＊ １

Ｈｏ １ ００Ｅ－０４ ＊ １ ８ ００Ｅ－０５ ＊ １ ９ ００亙・０５ ＊ １

ｎ ２ ００Ｅ－０４ ＊ １ １ ＯＯＥ・０４ ＊ １ １ ４０Ｅ・０４ ＊ １

Ｌ皿 ８ ００Ｅ－０５ ＊ １ ２ ００Ｅ－０５ ＊ １ ２ ７０Ｅ－０５ ＊ ユ

Ｈｆ ２００Ｅ－０４ ＊ １ ２１０Ｅ－０５ ＊ １ ２２０Ｅ－０４ ＊ １

Ｔａ １ ３０Ｅ－０５ ＊ １ ４ ４０Ｅ－０５ ＊ １

Ｗ １．８６Ｅ－０２ ＊ １ ５ ５０Ｅ－０４ ＊ １ １ ４０Ｅ－０４ ＊ １

Ａ１』 ４ ００Ｅ・０７ ＊ ３

Ｈ ８００Ｅ－０６ ＊ ３

Ｔｌ ４５０Ｅ－０５ ＊ ３

Ｐｂ ６
．
７０Ｅ－０３ ＊ １ ８

．
２０Ｅ－０２ ＊ １ ６ １０Ｅ－０３ ＊ １

Ｂｉ １７０Ｅ－０５ ＊ ３

Ｔｈ １．ＯＯＥ－０４ ＊ １ １．８０Ｅ－０５ ＊ １ ３ ５０Ｅ－０４ ＊ １

Ｕ ２．ＯＯＥ－０４

－ｆＴｆ１１■１＾ ノ＾Ｔ、

＊ １ ２．ＯＯＥ－０５ ＊ １ ２ ７０Ｅ－０４ ＊ １

＾ ’ Ｈ ’

＊ １； ＮＵＲＥＧ ／ ＣＲ－ ３４７４

＊ ２； ＮＵＲＥＧ ／ ＣＲ －０６７２

＊ ３； 化 学 便 覧

一 ２５ 一



（２）ＰＷＲ （重 量％）、』 ’

ス ン レ ス、 コ ン ク １ 一

Ｈ ３
．
９９Ｅ－０１ ＊ ３

Ｌｉ Ｉ．３０Ｅ－０５ ＊ １ ３．ＯＯＥ－０５ ＊ １ ３
．
８１Ｅ－０３ ＊ ３

Ｂｅ １
．
２４Ｅ－０４ ＊ ３

Ｂ ３
．
Ｏ１Ｅ・Ｏ１ ＊ ３

Ｃ ８．
００Ｅ－０２ ＊ ２ ２

．５０Ｅ－Ｏ１ ＊ ５ ４
．
４－Ｅ－Ｏ１ ＊ ３

Ｎ ４．５２Ｅ－０２ ＊ １ １．
ＯＯＥ・０２ ＊ ２ ２

．
１３Ｅ－０２ ＊ ３

０ ４
．
０６Ｅ＋０１ ＊ ３

Ｆ ３ ０１Ｅ－０２ ＊ ３

Ｎａ ９
．
７０Ｅ－０４ ＊ １ ２

．
３０Ｅ－０３ ＊ １ １

．
８３Ｅ＋ＯＯ ＊ ３

Ｍ １．９２Ｅ＋００ ＊ ３

Ａｌ １
．
００Ｅ－０２ ＊ １ ３ ３０Ｅ－０２ ＊ １ ６．５４Ｅ＋ＯＯ ＊ ３

Ｓｉ １．ＯＯＥ・００ ＊ ２ ３ ２０Ｅ－Ｏｌ ＊ ５ ２ ０６Ｅ＋Ｏ１ ＊ ３

Ｐ ４．５０Ｅ・０４ ＊ ２ ３ ５０Ｅ－０２ ＊ ５ １．Ｏ１Ｅ・Ｏ１ ＊ ３

Ｓ ３．ＯＯＥ－０２ ＊ ２ ４００Ｅ－０２ ＊ ５ １２９Ｅ－０１ ＊ ３

Ｃｌ ７．ＯＯＥ－０３ ＊ １ ４ ００Ｅ－０３ ＊ １ ９．３２Ｅ－０３ ＊ ３

Ｋ ３．ＯＯＥ－０４ ＊ １ １ ２０Ｅ・０３ ＊ １ １．０４Ｅ＋ＯＯ ＊ ３

Ｃａ １．９０Ｅ・０３ ＊ １ １ ４０Ｅ－０３ ＊ １ ６．
６５Ｅ＋ＯＯ ＊ ３

Ｓｃ ３．００Ｅ－０６ ＊ １ ２．６０Ｅ－０５ ＊ １ １．８７Ｅ－０３ ＊ ３

Ｔｉ ６
．
００Ｅ－０２ ＊ １ ２

．
００Ｅ－０４ ＊ １ ６

．
４７Ｅ－Ｏｌ ＊ ３

Ｖ ４．５６Ｅ－０２ ＊ １ ８
．
００Ｅ－０３ ＊ １ １

．
４２Ｅ－０２ ＊ ３

Ｃｒ ２
．
ＯＯＥ＋Ｏ１ ＊ ４ ５

．
ｌＯＥ・Ｏｌ ＊ ２ ３

．
３５Ｅ－０２ ＊ ３

Ｍ ｎ ２
．
００Ｅ＋００ ＊ ４ １

．
６２Ｅ＋００ ＊ ５ ２

．
９０Ｅ・Ｏ１ ＊ ３

Ｆｅ ６
．
６２Ｅ＋Ｏｌ ＊ ６ ９

．
６４Ｅ＋０１ ＊ ６ １．５５Ｅ＋Ｏ１ ＊ ３

Ｃｏ ５
．
ＯＯＥ－０２ ＊ ６ ２．ＯＯＥ－０２ ＊ ６ ４．４０Ｅ・０３ ＊ ３

Ｎｉ １．０５Ｅ＋Ｏ１ ＊ ４ ７．００Ｅ－Ｏ１ ＊ ２ ８．８１Ｅ－０２ ＊ ３

Ｃｕ ３．０８Ｅ－Ｏ１ ＊ １ １．２７Ｅ・Ｏｌ ＊ １ ２．３３Ｅ－０２ ＊ ３

Ｚｎ ４．５７Ｅ－０２ ＊ １ １．００Ｅ－０２ ＊ １ ２．１１Ｅ－０３ ＊ ３

Ｇａ １．
２９Ｅ－０２ ＊ １ ８

．
００Ｅ・０３ ＊ １ １ ６５Ｅ－０３ ＊ ３

Ｇｅ １ ５１Ｅ－０４ ＊ ３

Ａｓ １９４Ｅ－０２ ＊ １ ５３２Ｅ－０２ ＊ １ ６５１Ｅ－０３ ＊ ３

Ｓｅ ３５０Ｅ－０３ ＊ １ ７００Ｅ－０５ ＊ １ ３７１Ｅ－０４ ＊ ３

Ｂｒ ２００Ｅ－０４ ＊ １ ８ ５０Ｅ－０５ ＊ １ ５４０Ｅ－０５ ＊ ３

Ｒｂ １００Ｅ－０３ ＊ 工 ４８０Ｅ－０３ ＊ １ ４０９Ｅ・０３ ＊ ３

Ｓｒ ２００Ｅ－０５ ＊ １ １ ５０Ｅ－０５ ＊ １ ２ ７５Ｅ－０２ ＊ ３

Ｙ ５００Ｅ－０４ ＊ １ ２ ００Ｅ－０３ ＊ １ ２．２７Ｅ－０３ ＊ ３

Ｚｒ １ ００Ｅ－０３ ＊ １ １ ＯＯＥ・０３ ＊ １ １．１６Ｅ－０２ ＊ ３

Ｎｂ １ ６０Ｅ－０２ ＊ ２ １ ８８Ｅ－０３ ＊ １ １．１８Ｅ－０３ ＊ ３

Ｍｏ ２
．
６０Ｅ－Ｏｌ ＊ １ ６ ４０Ｅ－０１ ＊ ５ ９ ８２Ｅ－０４ ＊ ３

Ｐｄ １７７Ｅ－０５ ＊ ３

Ａ ２．ＯＯＥ－０４ ＊ １ ２
．
ＯＯＥ・０４ ＊ １ ４ ０４Ｅ－０５ ＊ ３

Ｃｄ ２ ６６Ｅ－０５ ＊ ３

Ｓｎ ３９９Ｅ－０４ ＊ ３

Ｓｂ １．２３Ｅ－０３ ＊ １ １．１ＯＥ・０３ ＊ １ ２ ４０Ｅ－０４ ＊ ３

Ｉ ４ ４３Ｅ－０４ ＊ ３

Ｃｓ ３ ００Ｅ－０５ ＊ １ ２００Ｅ－０５ ＊ １ ２ ０６Ｅ－０４ ＊ ３

Ｂａ ５００Ｅ－０２ ＊ １ ２７３Ｅ－０２ ＊ １ ３５０Ｅ－０２ ＊ ３

Ｌａ ２００Ｅ－０５ ＊ １ １ ＯＯＥ－０５ ＊ １ １６５Ｅ－０３ ＊ ３

Ｃｅ ３７１Ｅ－０２ ＊ １ １ＯＯＥ・０４ ＊ １ ３ ６５Ｅ－０３ ＊ ３

Ｐｒ ７ ０９Ｅ－０４ ＊ ３

Ｎｄ １９５Ｅ－０３ ＊ ３

Ｓｍ １．００Ｅ・０５ ＊ １ １．７０Ｅ－０６ ＊ １ １ ３５Ｅ－０４ ＊ ３

Ｅｕ ２．００Ｅ－０６ ＊ １ ３．ｌＯＥ・０６ ＊ １ ８ ９０Ｅ－０５ ＊ ３

Ｇｄ ５ ５０Ｅ－０４ ＊ ３

Ｔｂ ４７０Ｅ－０５ ＊ １ ４ ５０Ｅ－０５ ＊ １ ５ ４８Ｅ－０５ ＊ ３

Ｄｖ １００Ｅ－０４ ＊ １ ３８１Ｅ－０４ ＊ ３

Ｈｏ ｌＯＯＥ・０４ ＊ １ ８ ００Ｅ－０５ ＊ １ ８ ８９Ｅ－０５ ＊ ３

ｎ ２００Ｅ・０４ ＊ １ １ ＯＯＥ・０４ ＊ １ ３ ３１Ｅ－０４ ＊ ３

Ｌｕ ８ ００Ｅ－０５ ＊ １ ２ ００Ｅ－０５ ＊ １ ３ ２４Ｅ－０５ ＊ ３

Ｈｆ ２ ００Ｅ－０４ ＊ １ ２ １０Ｅ－０５ ＊ １ ２ ６８Ｅ－０４ ＊ ３

Ｔａ １ ３０Ｅ－０５ ＊ １ ９ ９０Ｅ・０５ ＊ ３

Ｗ １
．
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原 子炉 施設 の 運転１こ伴うクリアランスレベル 以下 の廃 棄物 の物 量 につ いて

１． は じ め に

本資 料 では、 原子 炉 施 設（実用 発 電用 原 子 炉）の 運 転に 伴って発 生するクリアランスレベ ル 以 下

の 廃棄 物の 物量 についての調査 結 果につ いて述 べる。

２． 廃 棄 物 の 物 量 に つ い て

①実 用 発 電用 原子 炉 施設 の運 転に 伴って発 生する廃 棄物（ドラム 缶）の開 缶調 査 において、廃 棄物

ドラム 缶の 表面 線 量率 データ等を基にして、クリアランスレベル 以下 の廃 棄物 の物 量を算出した。

な お
、 クリ ア ラ ン ス レ ベ ル として はｌＡＥＡ ＴＥＣＤＯＣ－８５５を 参 考 に０．３Ｂｑ／ｇ未 満 を 基 準 と して 考 え た

。

（算 出 条 件）．

・開缶 調 査したドラム缶 の放 射性物 質の 濃度 分 布を各ドラム缶 の表 面 線量 率デ ータから算出した。

算出 にあたっては各ドラム缶の 平均 密度を考慮した換 算係 数を使用した。

一開 缶調 査したドラム缶 に含まれ る廃 棄 物 ごとの 放 射 性物 質 の 濃度を 各廃 棄 物 の 表面 線 量 率を

測 定 し て 評 価 した。 換 算 に は 密 度１ｇ／ｃｍ３
，１ 辺１０ｃｍ の 立 方 体 を 想 定 し たＱＡＤコ ー ド の 計 算 に よ り

９．４ＭＢｑ／（ｍＳｖ／ｈ）の 換 算 係 数 を 用 い た
。

・開缶 調 査したドラム缶 ごとに上 記の 結 果からクリアランスレベル 以 下の 魔 棄 物の 物 量を０．３Ｂｑ／ｇ

未 満を基 準として積算した。

・ドラム 缶 単位 の 放 射性 物 質の 濃 度 区分 ごとのクリアランスレベ ル以 下 の割 合 について、 区 分内

のクリアランスレベ ル 以下の 重 量の 合計を区 分 内廃 棄 物物 量 の 重量 合 計で除することにより濃

度 区分ごとのクリアランスレベ ル以下 の割 合を求めた。

・貯蔵ドラム缶（平 成４年 度末 全 電カ合 計２８８，７３９本）の 放 射性 物質 の濃 度 分布ごとに、それ ぞれク

リアランスレベ ル以下 の割 合を乗じて、全 体量を推 定した。

その 結果 雑 固 体 廃棄 物 中の 約２０％がクリアランスレベ ル 以下 の廃 棄 物 に相 当すると推定 でき、

貯 蔵ドラム 缶 の実 績本 数を基 にクリアランスレベ ル以下 の 全体 量を推定した結 果を表一１に示す。

② 表 一１に示 すとおり、 原 子 炉 施 設 の 運 転に 伴って発 生 するクリアランスレベ ル 以下 の 廃 棄物 は

ＢＷＲ（１１０万ｋＷ 級）
、

ＰＷＲ（１１０万ｋＷ 級）とも に 運 転 期 間 を４５年 間 と 仮 定 す る と、 累 積 発 生 量 とし て 約

Ｏ．０３万トン／ 基であり実 用 発電 用 原 子炉 のＢＷＲ（１１０万ｋＷ級）の 廃 止 措 置に 伴って発 生 する 廃 棄

物 量 約５５万 トン に 比 べ
、 約０．０５％で あ る。

なお、原 子炉 施 設の 運 転に伴って発 生 する廃 棄 物 は上 記の 物 量 以外 に不定 期では あるが 発 電

所大 型機 器・設備 の改 造・取替 等により発 生（例：蒸気 発 生器取 替 工事 によりクリアランスレベ ル 以

下 の も の も 含 め て 約０．０３万 トン ／ 基）して い る。

以上

一 ２９ 一
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表
一
１

原
子

炉
施

設
の

運
転

に
伴

っ
て

発
生

す
る

廃
棄

物
の

物
量
（
運

転
中
１

基
あ

た
り

の
累

積
発

生
量
）

（
単

位
：
万

ト
ン

／
基
）

炉
型

Ｂ
Ｗ

Ｒ
（
１
１
０

万
ｋ
Ｗ

級
）

Ｐ
Ｗ

Ｒ
（
１
１
０

万
ｋ
Ｗ

級
）

区
分

雑
固

体
雑

固
体

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

（
現

行
の

政
令

濃
度

上
限

値
を

超
え

る
も

の
Ｏ
．

０
９
９

Ｏ
．

０
８
４

及
ぴ

極
低

レ
ベ

ル
を

含
む
）

放
射

性
廃

棄
物

と
し

て
取

り
扱

う
必

要
の

な
い

廃
棄

物
Ｏ
．

０
２
５

Ｏ
．

０
２
１

合
計

Ｏ
．

１
２

４
Ｏ
．

１
０

５

（
注
） １
．

運
転

期
間

を
４

０
年

と
し
、

燃
料

取
り

出
し
１

年
、

安
全

貯
蔵

期
間

を
５

年
と

し
て
、

そ
の

問
も

発
生

す
る

と
仮

定
し

た
。

２
．

運
転

中
廃

棄
物

発
生

量
は
１
９
８
５
年

以
降

に
新

設
さ

れ
た

プ
ラ

ン
ト
の

廃
棄

物
発

生
量

の
平

均
値

か
ら

算
出

し
た
。

３
．

上
記

の
廃

棄
物

の
物

量
以

外
に

不
定

期
に

発
生

す
る

大
型

機
器

の
改

造
・
取

替
に

伴
っ

て
発

生
す

る
廃

棄
物

が
あ

る
。
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評価 上ク リア ラ ンス レベ ル以 下 の対象 で あり再 使用 され る 可能 性が あ る機 器の 台 数分 布 調査

原 子 炉 施 設 の 解 体 等 で は、 ホ イ ス ト ク レ ー ン
、

計 装 用 エ ア コ ン プ レ ッ サ や ポ ン プ な ど
、

汎 用 性

がある 機 器が 廃棄 物と して発 生す る。 これ らの中 に は、 機 器と して 再 使用 可能 な もの が ある と考

え ら れ る。

ポ ンブは 再使用 が 考 え られる もの の中 で大 きな も ので あり、 原 子力 発 電所 で 使用 さ れて いる 一

般に再 使用 され る 可能 性が ある ポ ンブ （ＰＷＲ／ＢＷＲ 大 規模 モデ ル プラ ン ト全 体） に つい て 重量

別 の 台 数 分 布 を 調 査 し た 結 果、 図 ３ に 示 す 分 布 が 得 ら れ た。 同 図 よ り、 重 量 が １ｔｏｎ を 超 え る ポ

ン プ は 数 が 限 ら れ て お り
、

多 く は ０．２ｔｏｎ 以 下 の ポ ン プ で あ る。

詳 細の 調査 結果 を以 下 に示 す。

１、調 査 条 件

（１）ＰＷＲ／ＢＷＲ 大 規模 モ デル プラ ン ト毎の 調査 及 び ＰＷＲ／ＢＷＲ 大 規模 モ デル プラ ン ト全

体 の 調 査 を 行 っ た
。

（２）ブラ ン ト廃止 措置 後 に」般 に 再使用 され る 可能 性が ある プラ ン ト構 成機 器 の内、
ポ ン プを

対 象 と し て 調 査 を 行 っ た
。

ま た、 水 中吊 下型 ポ ンプ、 高揚 程／ 大容 量ポ ン プ等の 極 めて 特殊 な ポン プ を除 いた、 一 般

に汎用 的と 考 えら れる 主に 横軸 型ポ ン プを対 象 と して 調 査 した。

（３）解 体後 除染 も 考慮 した、 評価 上ク リア ラ ンス レベ ル以 下の 対象 機 器に つ いて 調査 を 行った。

尚
、

ク リ ア ラ ン ス レ ベ ル と し て は
、

ＩＡＥＡ ＴＥＣＤＯＣ・８５５ の 値 を 用 い た
。

２．調 査 結 果

（１）ＰＷＲ／ＢＷＲ 毎 の調 査 結果

（１）一１．
Ｐ Ｗ Ｒ

ＰＷＲ 大規 模 モデ ル ブラ ン トに お ける、 言平価 上ク リア ラ ンス レベル 以 下の 対象 で あり一

般に 再使用 さ れる 可 能性 がある ポ ンプの 重 量毎 の台 数調 査結 果 を表 １ に、 ま た、 台数 分布

図 を 図 １ に そ れ ぞ れ 示 す。 対 象 ポ ン プ 台 数 ８３ 台 の 内、 Ｏ．２ｔｏｎ 以 下 の ポ ン プ が 最 も 多 く、

対 象 ポ ン プ 台 数 の 約 ７１％ を 占 め て い る。 ポ ン プ ！ 台 あ た り の 平 均 重 量 は ０．２４ｔｏｎ で あ る。

ま た
、 最 大 の ポ ン プ 単 体 重 量 は Ｏ．８ｔｏｎ で あ る。

（１）一２． Ｂ，ＶＲ

ＢＷＲ 大規 模モ デ ル ブラン トに おける、 評価 上ク リア ラ ンス レベ ル以 下 の対 象 であり 一

般 に 再使用 さ れる 可能 性が ある ポ ンプの 重 量毎 の台 数調 査結 果 を表 ２ に、 ま た、 台数 分布

図 を 図 ２ に そ れ ぞ れ 示 す
。 対 象 ポ ン プ 台 数 ６３ 台 の 内

、
０
．
２ｔｏｎ 以 下 の ポ ン プ が 最 も 多 く

、

対 象 ポ ン プ 台 数 の １９％ を 占 め て い る。
ポ ン プ １ 台 あ た り の 平 均 重 量 は ０．６５ｔｏｎ で あ る。

ま た
、

最 大 の ポ ン プ 単 体 重 量 は １，５ｔｏｎ で あ る
。
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（２）ＰＷＲ／ＢＷＲ 大規 模モ デル プラ ン ト全 体の 調査結 果

上 記（１）一１，２ の調 査 結果 より、 ＰＷＲ／ＢＷＲ 大規 模モ デ ルプ ラ ン ト全体 にお け る、 評価 上

クリ ア ラ ンス レベ ル 以下 の 対象 で あり 一 般に 再使用 され る 可能 性 が ある ポ ン プの 重 量毎 の

合 計 台 数 を 表 ３ に
、

ま た
、

台 数 分 布 図 を 図 ３ に そ れ ぞ れ 示 す
。 対 象 ポ ン プ 台 数 １４６ 台 の 内

、

Ｏ．２ｔｏｎ 以 下 の ポ ン ブ が 最 も 多 く
、

対 象 ポ ン プ 台 数 の 約 ４９％ を 占 め て い る。
ポ ン プ １ 台 あ た

り の 平 均 重 量 は ０
．
４２ｔｏｎ で あ る

。
ま た

、
最 大 の ポ ン プ 単 体 重 量 は １．５ｔｏｎ で あ る。
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８０ １２０

７０

１００

６０

一 「
〔 コ 台 数 ！ ８０

一

５０ Ｌ■）← 累 積 権 或 些（ポンプ 塾
」

軸
平 均 重 量：Ｏ．２４ｔｏｎ

標 準 偏 差：Ｏ．１８

（
＊
）

巾
鵠

４０
」

６０ べ
怪

選 鞍
熱

３０

４０

２０

２０

１０

葦 餓

嚇

０ ０
～ Ｏ．２ ０

．
２ ～ ０

．
４ ０

１
４ ～ ０

．
６ ０

．
６ ～ Ｏ

．
８ ０

．
８ ～ １

．
Ｏ １

．
Ｏ ～ １

．
２ １

．
２ ～ １

．
４ １

．
４ ～ １．５ １．５ ～

重量分布（ｔ㎝）

図１、 評 価 上クリアランスレベ ル 以 下の 対 象 であり再 使 用される 可能 性 があるポンプの 台 数 分 布 図

（ＰＷＲ大 規模モデル プラント）

重 量（ｔＯｎ） 台 数 構 成 比（％） 累 積 構 成 比（ホンフ 数） 総 重 量（ｔＯｎ）
～ ０

．
２ ５９ ７１．１ ７１

．
１ ８

．
３

０
．
２ ～ Ｏ

．
４ １０ １２

．
Ｏ ８３

．
１ ３

．
６

０
．
４ ～ Ｏ

．
６ １０ １２

．
Ｏ ９５．

２ ５
．
Ｏ

Ｏ
．
６ ～ Ｏ

．
８ ４ ４

．
８ １００

．
Ｏ ３

．
０

Ｏ
．
８ ～ １

．
Ｏ Ｏ ０．Ｏ １ＯＯ

．
０ Ｏ

１
，
Ｏ ～ １

．
２ Ｏ Ｏ

．
０ １００

．
０ Ｏ

１
．
２ ～ １

．
４ Ｏ Ｏ

．
０ １００

．
Ｏ Ｏ

１．４ ～ １．５ Ｏ ０
．
Ｏ １ＯＯ

．
Ｏ ０

１
．
５ ～ ０ ０

．
Ｏ １００

．
０ Ｏ

計 ８３ １００．Ｏ
１９．９

平 均 ０．２４
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８０ １２０

７０

１００

６０

８０

５０

輔

一一一一一 一一

［＝１＝コ 台 数

一ｘ一 累 積 構 成 比（ホ。ンプ数）１

（課）

｛口
４０

鵠

」
一 一 一 一

平 均 重 量 ：Ｏ．６５ｔ㎝

６０ ＾
怪

選

標 準 偏 差 ：０．３７

鞍

３０

４０

２０

２０

１０

０ ０

～ ０．２ ０．２ ～ Ｏ．４ ０．４ ～ Ｏ．６ ０．６～ Ｏ．８ ０．８ ～ １．０ １．０
～ １．２ １．２

～ １．４ １．４
～ １．５ １．５

～

重 量 分布（ｔＯｎ）

図２． 評 価 上クリアランスレベ ル 以 下の 対 象 であり再 使 用される可 能 性 があるポンプの 台 数 分 布 図

（ＢＷＲ大規模モデルプラント）

重 量（ｔＯｎ） 台 数 構 成 比（％） 累 積 構 成 比（ホンフ 数） 総 重 量（ｔＯｎ）
～ Ｏ

．
２ １２ １９

．
Ｏ ！９

．
Ｏ ２

．
４

Ｏ
．
２ ～ Ｏ

．
４ １！ １７

．
５ ３６

．
５ ３

．
ｂ

Ｏ
．
４ ～ Ｏ

．
６ ８ １２

，
７ ４９

１
２ ４

．
１

Ｏ
．
６ ～ Ｏ

．
８ １１ １７

．
５ ６６

．
７ ７

．
８

Ｏ
，
８ ～ １

．
Ｏ ６ ９

．
５ ７６

．
２ ５

．
７

１
．
０ ～ １

．
２ １Ｏ １５

．
９ ９２

．
１ １１

．
０

１
．
２ ～ １

．
４ ４ ６

．
３ ９８

．
４ ４

．
９

１
．
４ ～ １

．
５ １ １

．
６ １００

．
Ｏ １

．
５

！
．
５ ～ Ｏ Ｏ

．
Ｏ １００

．
Ｏ Ｏ

計 ６３ １００．Ｏ ４０．８

平 均 Ｏ．６５
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軽
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Ｏ Ｏ

～ Ｏ
．
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．
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．
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．
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．
６ ０

．
６ ～ Ｏ

．
８ ０

．
８ ～ １

．
０ １

．
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．
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．
２ ～ １

．
４ １

．
４ ～ １

．
５ １

．
５ ～

重 量 分 布（ｔＯｎ）

図３． 評 価 上クリアランスレベ ル 以 下の 対 象 であり再 使 用される可 能 性があるポンプの 台 数 分 布 図

（ＰＷＲ／ＢＷＲ大規模モデルプラント全体）

重 量（ｔ㎝） 台 数 構 成 比（％） 累 積 構 成 比（ホンフ 数） 総 重 量（ｔＯｎ）
～ ０

．
２ ７１ ４８

．
６ ４８

．
６ １０

．
７

０．
２ ～ ０．

４ ２１ １４
．
４ ６３

．
０ ７

．
１

Ｏ．
４ ～ ０．６ １８ １２

．
３ ７５

．
３ ９

．
１

Ｏ
．
６ ～ ０

．
８ １５ １Ｏ

．
３ ８５

．
６ １０

．
８

Ｏ
．
８ ～ １

．
Ｏ ６ ４

．
１ ８９

．
７ ５

，
７

１
．
０ ～ １

．
２ １０ ６

．
８ ９６

．
６ １１

．
Ｏ

１
．
２ ～ １

．
４ ４ ２

．
７ ９９

．
３ ４

．
９

１
．
４ ～ １

．
５ １ Ｏ

．
７ １００

．
０ １

．
５

１
．
５ ～ ０ Ｏ

．
Ｏ １ＯＯ

．
Ｏ ０

計 １４６ １００ ６０．７

平 均 ０．４２
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表ユ、 評 価 上クリアランスレベ ル 以 下 の 対 象であり再 使 用される可 能 性 がある

ポンプの重 量毎の台数

（ＰＷＲ大 規 模 モ デ ルプラント）

重 量（ｔＯｎ） 台 数 総 重 量（ｔｏｎ）
～ ０

．
２ ５９ ８

．
３

Ｏ
，
２ ～ Ｏ

．
４ １０ ３

．
６

Ｏ
．
４ ～ Ｏ

．
６ １０ ５

．
Ｏ

Ｏ
．
６ ～ ０

．
８ ４ ３

．
Ｏ

Ｏ．８
～ １．

Ｏ Ｏ Ｏ

１
，
Ｏ ～ １

．
２ Ｏ Ｏ

１
．
２ ～ １

．
４ Ｏ ｏ

１
．
４ ～ １

．
５ Ｏ Ｏ

１．５ ～ ０ Ｏ

計 ８３ １９．９

平 均 Ｏ．２４

表２． 評 価 上クリアランスレベル 以 下の 対 象 であり再 使用される可 能 性がある

ポンプの重量毎の台数

（ＢＷＲ大規模モデルプラント）

重 量（ｔＯｎ） 台 数 総 重 量（ｔｏｎ）
～ ０

．
２ １２ ２

，
４

Ｏ
．
２ ～ Ｏ

．
４ １１ ３

．
５

０
．
４ ～ Ｏ

．
６ ８ ４

．
１

０
．
６ ～ Ｏ

．
８ １１ ７

．
８

Ｏ
．
８ ～ １

．
０ ６ ５

．
７

１
．
０ ～ １

．
２ １０ １１

，
０

１
，
２ ～ １

．
４ ４ ４

．
９

１
．
４ ～ １

．
５ １ １

．
５

１．５
～ ０ ０

計 ６３ ４０．８

平 均 ０．６５

表３． 評 価 上クリアランスレベ ル 以 下 の 対 象であり再 使 用される可 能 性 がある

ポンプの重 量毎の台数

（ＰＷＲ／ＢＷＲ大 規 模 モ デル プラント全 体）

重 量（ｔＯｎ） 台 数 総 重 量（ｔ㎝）
～ Ｏ．２ ７１ １０，７

Ｏ
．
２ ～ Ｏ

．
４ ２１ ７

，
１

Ｏ
．
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．
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．
１

０
．
６ ～ Ｏ

．
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．
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０
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．
０ ６ ５

．
７

１
．
０ ～ １

．
２ １０ １１．Ｏ

１
．
２ ～ １

．
４ ４ ４

．
９

１．４ ～ １．５ １ １
．
５

１．５ ～ Ｏ Ｏ

計 １４６ ６０．７

平 均 Ｏ．４２
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表面汚染の剥 離割合（模擬汚染の剥 離試験）

金層廃 棄物をトレンチ処分することを前提 に， その表 面付着 物の 飛散性について， 模擬的な汚染を

金属片に塗布し． 落下衝撃を与え．その剥 離率を測定する試験 が実施されており，その概要を以下に

示す。トレンチ処分対象廃 棄物は極 低レベル放射性廃 棄物であり． 処分 時のハンドリングを想定した

剥 離性を試験するなどの違いはあるものの，表面 汚染の剥 離による移行割 合の参考データとなり得る

も の で あ る。

一一一一一 試 験 概 要 一一一一一

１、 金 属 表 面 の 汚 染 の 性 状

系 統 水 に 長 年 接し て い る 金 眉１こは クラッド が 付 着 し て い る も の が あ る。 金 属 表 面 の ク ラッド は， 内 層

酸 化 物， 外 層 酸 化 物 及 び 付 着 クラッドに 大 別 でき る。 超 音 波 洗 浄 に よっ て 除 去 さ れ る ソフトクラッド（外

側）と
，

除 去 さ れ な い ハ ー ドクラ ッド（内 側） の２ 層１こ分 けら れ
１

衝 撃 を 受 け た 場 合 に 飛 散 す る 可 能 性 が

あ るクラッド は 外 側 の ソフトクラッドと 考 え ら れ る。 な お
，

ソフトクラッドの 主 成 分 は Ｂ Ｗ ＲでＦｅ．
Ｏ
。，

ＰＷ Ｒ

で Ｆｅ．
Ｏ。とＦｅ２ＮｉＯ。で あ り， 粒 径 は Ｂ Ｗ Ｒ でＯ． ４ ～ 数 μ ｍ． Ｐ Ｗ Ｒ でＯ． ３ ～ Ｏ． ７ μ ｍ 程 度 で あ り， そ の

付 着 量 は 多くて も１， ２ｍｇ／ｃｍ
２程 度 とさ れ

，
一 般 的 に は こ れ が 付 着 量 の 上 限 と考 え ら れ る とされ て い

る。

２． 剥 離 試 験

①試験片の作製

３０ｍ ｍ ｘ３０ｍ ｍ の ス テ ン レス 片１こ， Ｆｅ．Ｏ。（ヘ マタイト）混 濁 液 を 塗 布 し， 蒸 発 乾 固 後， ３００℃ で３０

分 間 焼 結 させ， 実 際 の 付 着 量 を 踏 ま え た 約１．５ｍｇ／ｃｍ
２を 基 準 値 とす る 模 擬 ソフトクラッドを 付 着さ せ，

付 着 重 量 を 測 定 す る。 な お， こ の 条 件 で 付 着 した 模 擬 クラッドは
，

実 クラッドと 同 様 に 超 音 波 洗 浄 で 除

去 でき る が
，

実 クラッドより 付 着 カ が 弱 い こと を 確 認 して い る。 ス テ ン レ ス 片 の 厚さ は３ｍ ｍ と６ｍ ｍ の ２

種 類 とし
，

自 重１こよ る 落 下 衝 撃 カ の 影 響 を 確 認 して い る。

②落下試験

４ｍ の 高 さ か らドラ ム 缶 内 の ス テ ン レス 板１こ，
試 験 片 を 垂 直 に 自 由 落 下さ せ る。 試 験 片 を 回 収 し， 童

量 減 量 を 測 定 し、 剥 離 率 を 計 算 す る。 な お． 落 下 試 験 は 各 条 件 ごとに５ 回 行 い， 平 均 を 採 用 して い る。

③剥離率

厚さ３ｍ ｍ の 場 合， 平 均 剥 離 率 は Ｏ． ８ ％ で あ り， 厚 さ６ｍ ｍ の 場 合
． 平 均 剥 離 率 は Ｏ． ７ ％ で あ っ た。

３． 結 果 の 検 討

上述の剥離試験 は金属表面の付着 汚染の 飛散挙動を評価するため１こ実 施されたものであり， 剥離

し や す いソ フトクラッドを 対 象 に して い るも の の， 得 ら れ た 剥 離 率 は１ ％ を下 回っ て い る。
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試験結果（「トレンチ処分対象廃 棄物の拡大１こ関する研究」（平成８～９年度））

落 下 によ る 剥 離 率 試 験 結 果（クラッド付 着 量 約１． ５ｍｇ／ｃｍ
２）

試験片厚さ（ｍｍ） 飛散率（％） 飛散率平均値（％）

Ｏ
．

７

Ｏ
． ６

３
，

Ｏ １
．

Ｏ ０
．

８

１
．

４

Ｏ
．

４

Ｏ
．

８

Ｏ． ８

６． Ｏ １
．

２ Ｏ
．

７

Ｏ
．

１

Ｏ
．

５
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濃度分布を考慮したクリアランス対象物の混合率について

クリアランス対 象物 の 濃 度 は、 全てクリアランス 濃 度 に ある ので は なく濃 度 分 布を 持って い

る。これを考 慮した 場 合 の 混 合 率を、金 属 及 ぴコンクリ ートにつ いて 各 炉 型 毎 に評 価 した。

金 属 に ついて はクリアランスレベル 区 分 にお いてキ ー 核 種となる Ｃｏ－６０ 濃 度 を参 照 するこ

と とし
、ｌＡＥＡ－ＴＥＣＤＯＣ－８５５ に 与 え ら れ て い る 同 核 種 の ク リ ア ラ ン ス レ ベ ル の 単 一 代 表 値 ０

．
３

Ｂｑ／ｇ 未 満 の 濃 度 範 囲を対 象とした。コンクリ ートに つい ては、総 放 射 性 物 質 濃 度を参 照す る

こととし、コンクリートの 核 種 組 成と ｌＡＥＡ－ＴＥＣＤＯＣ－８５５ に与 えられ ている対 応 核 種 のクリア

ランスレベ ル の 単 一 代 表 値を参 考にして ３．７Ｂｑ／ｇ未 溝 の濃 度 範 囲を対 象とした。

１．
金 属

クリアランスレベル 区 分 にお いて キー 核 種となるＣｏ－６０を対 象 に、クリアランス 対 象 金属 の

濃度分布を考慮した混合率を評価した。クリアランス対 象物の 濃度分布を表一１ に、濃度 分

布を考 慮したクリアランス対 象 物 の 混 合 率を表 一２ に示 す。

表一１ クリアランス対 象物 の濃度 分布と平均濃度（金属）

ＢＷＲ １１０ 万 ｋＷｅ 級 ＰＷＲ １１０ 万 ｋＷｅ 級 ＧＣＲ １６ 万 ｋＷｅＣｏ－６０ 濃 度

［Ｂｑ／９］ 物 量

［ｔＯｎ］

Ｃｏ－６０ の 量

［Ｂｑ］

物 量

［ｔＯｎ］

Ｃｏ－６０ の 量

［Ｂｑ］

物 量

［ｔＯｎ］

Ｃｏ－６０ の 量

［Ｂｑ］

０．２ ～ ０．３ ２０ ５．６Ｅ＋６ ０ ０ Ｏ ０

Ｏ．１ ～ Ｏ．２ ２１３０ ３．１Ｅ＋８ ４１ ６
．
１Ｅ＋６ Ｏ Ｏ

０
１
０５ ～ ０

．１ ４４６０ ３．１Ｅ＋８ ６４ ３，８Ｅ＋６ ３０ １．７Ｅ＋６

０，０２５ ～ ０．０５ ７６２０ ２．７Ｅ＋８ ２７２ １．０Ｅ＋７ １０７０ １．４Ｅ＋７

０．０１ ～ ０．０２５ ３４１０ ４．９Ｅ＋７ １６００ ２．４Ｅ＋７ ０ ０

０．０１ 以 下 ３６９０ ５．４Ｅ＋６ ８４８ ５．８Ｅ＋８ ０ ０

総 計 ２１３３０ ９．５Ｅ＋８ ２８２５ ４．４Ｅ＋７ １１００ １．５Ｅ＋７

平 均 濃 度 ０，０４４［Ｂｑ／９］ ０，０１６〔Ｂｑ／９］ Ｏ，０１４［Ｂｑ／９］

平 均 濃 度 比 ０．１５ Ｏ．０５２ ０．０４５

表 一２ 濃度分布を考慮した混合率（金属）

ＢＷＲ１１０ 万 ｋＷｅ 級 ＰＷＲ１１０ 万 ｋＷｅ 級 ＧＣＲ１６ 万 ｋＷｅ

濃 度分布を考慮しない混合率

濃 度分布効果（平 均濃度比）

濃 度分布を考慮した混合率

０
．
７２

Ｏ
．
１５

Ｏ
，
１１

０
．
０８１

０．
０５２

Ｏ．００４２

Ｏ
．
１４

０
．
０４５

０．００６４
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２． コ ン クリ ー ト

クリアランス 対 象コンクリートの 濃 度 分 布 を考 慮した 混 合 率を 評 価した。クリアランス 対 象

物 の濃度 分布を表一３ に、 濃度分布を考慮したクリアランス対象物 の混合率を表 一４ に示

す 。

表一３ クリアランス対象物の濃度分布と平均 濃度（コンクリート）

ＢＷＲ１ ０ 万 ｋＷｅ 級 ＰＷＲ１ Ｏ 万 ｋＷｅ 級 ＧＣＲ ６ 万 ｋＷｅ総 放 射 性 物 質

濃 度

［Ｂｑ／９］

物 量

［ｔＯｎ］

放 射 性 物 質

の 総 量［Ｂｑ］

物 量

［ｔＯｎ］

放 射 性 物 質

の 総 量［Ｂｑ］

物 量

［ｔＯｎ］

放 射 性 物 質

の 総 量［Ｂｑ］

０
．
３７ ～ ３．７

（１．４
）｝１ １５６０ ２

．３Ｅ＋９ １０９０ １．６Ｅ＋９ ３９５０ ５．７Ｅ＋９

０，０３７ ～ ０．３７ （０．１４）‡１ ４４２０ ６．４Ｅ＋８ ４０６０ ５．９Ｅ＋８ ３７６０ ５．４Ｅ＋８

０，０３７ 以 下 （０，０１４）‡１ ２１００ ３．０Ｅ＋７ ４０９０ ５．９Ｅ＋７ ２３５０ ３．４Ｅ＋７

総 計 ８０８０ ２．９Ｅ＋９ ９２４０ ２．２Ｅ＋９ １００６０ ６．３Ｅ＋９

平 均 濃 度 ０
．
３６［Ｂｑ／９］ ０

．
２４［Ｂｑ／９］ ０

．
６３［Ｂｑ／９］

平 均 濃 度 比 ０．０９８ ０．０６５ ０，１７

＊１ １ 放 射 化コンクリートの 放 射 性 物 質 の 浸 度 は、炉 心 近 傍を 除 け ば炉 心 半 径 方 向に 指 数 関 数 的 に減 衰す る。

そ の た め、 例 え ぱ 放 射 性 物 質 の 濃 度 が Ｏ．３７～３．７ Ｂｑ／ｇ の 範 囲１こあ るコ ン クリ ー トの 平 均 濃 度 は 対 数 平 均

値 で あ る １．４ Ｂｑ／ｇと 考 え る。

＊ ２ ＝ 汚 染 コン クリ ー Ｈま、 物 量 が 数 １０ トンと 放 射 化 コン クリ ートと 比 較 して 非 常 に 少 な い こと か ら 無 視 した。

表一４ 濃度分布を考慮した混合率（コンクリート）

ＢＷＲ１１０ 万 ｋＷｅ 級 ＰＷＲ１１０ 万 ｋＷｅ 級 ＧＣＲ１６ 万 ｋＷｅ

濃度分布を考慮しない混合率

濃度分布効果（平均濃度比）

濃度分布を考慮した混合率

０
．
０１６

０
．
０９８

０．００１６

Ｏ
．
０２０

０
．
０６５

０．００１３

０
．
０７７

０
．
１７

０
．
０１３

以上
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